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QR コードはデンソーウェーブの登録商標です。

市ウェブサイト facebook LINE YouTube

◎本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の
　拡大状況などにより内容の変更や、延期・中止の可能性があ
　ります。ご了承ください。

はびきの埴生学園　小山明日香さんのデザイン

本市の人口と世帯数（令和 4 年 12 月 31 日現在）
世帯数 51,389、人口 108,961 人
男性 51,788 人、女性 57,173 人

Happy

20th
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農業資材等価格高騰に伴う

農業者支援事業
　この間の様々な要因による肥料や農業資材などの
高騰により、生産コストが増加している本市の農業
者の経営を支援します。

羽曳野市に住所または所
在地を有する農業者で、
農業所得に係る販売金額
が50万円以上の農業者、
または本市が認定してい
る認定新規就農者

対象

農業所得に係る販売金額
等により支給額を決定

支援内容

申請期限
令和 5 年 3 月 3 日㈮まで

申請方法
申請書および必要書類を
添えて、市役所産業振興
課まで

問合せ
産業振興課 農政耕地担当
☎ 072-947-3731

出産・子育て応援
交付金事業

　妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援と
経済的支援を一体として実施する出産・子育て応援交付金
事業が始まります。

令和 4 年 4 月 1 日以降に出生された方
※�事業開始日より前に妊娠届出・出産された方へは羽曳野

市からアンケートや申請書を送付しますので期日までに
提出してください。

※詳細については、市ウェブサイトにてご確認ください。

対象

妊娠届出や出生届出を行った妊産婦等に対し、出産育児関連
用品の購入や子育て支援サービスの利用にかかる負担の軽減
を図る経済的支援を行います。（当面は妊娠届出時、出生届出
後の面談時に申請書を記入し、それぞれ 5 万円を現金給付し
ます。）

②経済的支援（出産・子育て応援給付金）

①伴走型相談支援
妊婦や低年齢期（特に 0 ～ 2 歳）の子育て家庭に寄り添い、
出産・育児等の見通しを立てるための面談や継続的な情報
発信等を行って必要な支援につなぐ取り組みを行います。

問合せ
①こども家庭支援課 ☎ 072-947-3888
②子 育 て 給 付 課 ☎ 072-947-3836

詳細は市ウェブサイト

NEW

  高齢者生活支援高齢者生活支援
価格高騰に伴う 65歳以上の市民生活支援価格高騰に伴う 65歳以上の市民生活支援
　電力・ガス・食料品等価格高騰に伴う高齢者の経済的負担を軽減するため、65 歳以上の市民の方へ 1 人あたり 5,000
円分の JCB ギフトカードを簡易書留にてお届けしています。普段のお買い物など、日常生活にぜひお役立てください。

基準日（令和 4 年 10 月 31 日）において羽曳野市の
住民基本台帳に登録されている方のうち、65 歳以上

（昭和 32 年 11 月 1 日以前生まれ）で下記のいずれ
かに該当する方。
1. 羽曳野市の住民基本台帳の登録地にお住まいの方。 
2.�配偶者等からの暴力 （DV）を理由に一時保護をさ

れている方、または住民票を移さずに避難している
方であって、申出受付期間にその旨を申し出た方。

（令和 4 年 12 月 12 日で受付終了しています。）
3.�住民票を移さずに養護老人ホームまたは特別養護老

人ホームへ措置されている方。

対象

自宅や職場などに都道府県・市区町村や国（の職員）などをかたる不審な電話や郵便があった場合は、市役所や
最寄りの警察署か警察相談専用電話（＃ 9110）にご連絡ください。

コールセンター　☎ 06-4797-5753
（平日 9:00 ～ 17:00）　開設期間：3 月 31 日まで

すべての対象者への配送完了には、３月上旬までかか
る見込みです。

お手元に届いていない方へ

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

オレンジ色の封筒でお届けしています！ 
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問合せ：道路公園課

大阪府内で初
横断者注意喚起灯設置 備えよう!!

～明日くるかもしれない災害に～

　災害時の被害を最小限に抑えるためには、日常
的な災害に対する備えや災害時の対応を、自らの身
は自らで守る「自助」、地域で助け合う「共助」で
行っていくことが非常に重要です。今回は、災害時
にまず自分自身や家族の安全を確保した後に、近
所や地域の方 と々助け合えることを紹介します。

【地域での行動　災害発生時】

（例） 
・近所で互いに声がけを行い安否確認する
・地域の被害情報や救援情報を収集し伝え合う
・人命の救助や負傷者の応急手当を行う
・地域全体で家庭から火を出さないよう心がける
・支援が必要な人を援助したり、避難所まで誘導する など

※このような行動が災害発生時に行えるよう、日頃からの
地域での「助け合いのしくみづくり」をお願いします。

Vol.5

〇使用方法
1. 横断する際は、センサーに手をかざしてください。
2. 左右を確認し、車両が停止したことを確認してから、
　手を挙げて横断しましょう。
※この機器は信号機ではありません。
※横断歩行者は車が止まってから渡りましょう。

　羽曳野市はびきの 4丁目地内に「横断者注意喚起灯」を設置
しました。この装置はセンサーに手を近づけると、喚起灯が点滅
し、運転者（ドライバー）に歩行者の存在に注意を喚起することで、
信号のない横断歩道の安全をサポートします。

≪市集団接種について≫
オミクロン株対応ワクチン接種および小児（5 ～ 11 歳）ワクチン接種は、市役所別館会場で実施中です。
詳しくは、市ウェブサイトでご確認ください。

≪ワクチン接種証明書のコンビニ交付ついて≫
コンビニ等の店舗内端末でワクチン接種証明書の交付を受けることができます。
◆近畿圏内で利用できる主な店舗
　セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、ココカラファイン　など
　上記以外での店舗でも利用できます。（利用可能な時間は、6:30 ～ 23:00）
◆利用に必要なもの
　マイナンバーカード、4 桁の暗証番号（マイナンバーカードを受け取る時に設定した４桁の数字）、接種証明書発行料（120 円）
　詳しくは、市ウェブサイトまたは厚生労働省ウェブサイトをご覧ください。
　海外用のワクチン接種証明書を取得される場合は、要件がありますのでご確認ください。

山入端市長と積水樹脂株式会社 馬場代表取締役社長 CEO（製造メーカー）が
注意喚起灯について Youtubeで紹介しておりますのでコチラもご覧ください。

新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ
　ワクチン接種は、令和５年３月 31 日までと実施期間が国で定められています。（R5.1.6 時点の情報です。）

　今後は接種機会も少なくなりますので、接種を検討されている方はお急ぎください。

3 月 5 日㈰　第 36 回　石川クリーン作戦
やすらぎとふれあいの水辺「石川」の自然を守ろう！
環境美化促進のため、各種団体や市民の皆様にご協力をいただいて石川の清掃を行っています。
今年度も、大和川・石川流域などで府内最大の一斉清掃を同時に行います。
ゴミを拾いながらの河川敷散策にご家族、友人のグループなど、皆様のご参加をお願いします。
参加していただける方は、清掃しやすい服装や靴をはき、各会場へお集まりください。
コロナウイルス感染症拡大防止対策としてマスクの着用をお願いします。
※コロナウイルス感染症拡大の状況により中止とする場合もあります。
●本部古市会場　9:00 受付　9:30 清掃開始
●小雨決行（清掃活動が危険と判断した場合は中止）
※中止の場合は 8:00 までに市ウェブサイトに掲載します。
●古市会場のみ駐車場あり

（周辺道路や駐車場の混雑が予想されますので、できる限りお車でのご来場はお控えください。）
問合せ：環境衛生課（内線 2820）/ 下水道建設課（内線 2310）

NEW
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マイナンバーカード申請サポートマイナンバーカード申請サポート
■常設会場
平日 9:00 ～ 17:00　
森のゆうびん局（受付場所：市役所市民課）

■出張先施設・日時
土日祝日でも公共施設や商業施設で出張申請
サポートを実施しています。出張申請先の日時、
場所は表をご覧ください。

■マイナンバーカードの申請に必要なもの
・�個人番号カード交付申請書 兼 電子証明書発

行申請書（QR コード付申請書）
  無ければ市役所、支所で再発行が可能です。
・本人確認書類（免許証、健康保険証等）

マイナポイントの申し込み支援窓口を開設マイナポイントの申し込み支援窓口を開設中！中！

マイナポイントの申込について、支援員が常駐し、サポートを行っています。
※対象は令和５年２月末までにマイナンバーカードを申請済みの方です。
※�マイナポイントの申込期限については、円滑にポイントを申し込めるよう、新た

な申込期限を新設の上、延長する予定です。
■場所
市役所　本館　4 階　平日　9:00 ～ 17:00（土日祝除く）
■マイナポイントの手続に必要なもの
・マイナンバーカード
・マイナンバーカード取得時に設定したパスワード（数字４桁）
・�キャッシュレス決済サービスが指定する「決済サービス ID」および「セキュリ

ティコード」※決済サービスによってはマイナポイントの申込みにあたって事
前登録が必要な場合があります。

・（公金受取口座を登録される場合）登録する口座の情報（本人名義）がわかるもの
注意：�利用者証明用電子証明書の有効期限（発行してから 5 回目の誕生日）が切

れている場合は更新手続きが必要です。更新後 24 時間以内はマイナポイ
ントの予約・申込ができませんので、あらかじめご了承ください。

【問合せ】　
マイナポイント支援窓口

マイナンバーカードの受け取りマイナンバーカードの受け取り、、電子証明書の更新手続きのための日曜窓口電子証明書の更新手続きのための日曜窓口
■日時
2 月 5 日㈰、12 日㈰、26 日㈰　各日 9:00 ～ 12:00
■場所
①羽曳野市役所本館市民課 (2 番窓口 )、②羽曳野市支所※受け取り場所については、交付通知書（ハガキ）をご確認ください。
※日曜窓口は大変混雑し、長時間お待ちいただくこと、駐車場が混雑することが予想されます。
※日曜窓口ではオンライン予約は対応しておりません。
■マイナンバーカード受け取りの際の必要書類
・交付通知書（ハガキ）・通知カード
・本人確認書類（顔写真つきの書類なら 1 点、それ以外は 2 点以上）・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
■マイナンバーカードの電子証明書更新手続きの際の必要書類
・マイナンバーカード・更新通知書

【問合せ】　市民課・支所

申し込み手続きがわからない

難しいと感じている方に!

市のウェブサイトでも開催場所の情報を随時更新しています。➡
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パネルディスカッション
世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の
すばらしさをみんなの手で

パネラー 山本 誠・安村 俊史・松木 武彦
進　行　 伊藤 聖浩（羽曳野市教育委員会 文化財課）

【日時】　令和 5 年 2 月19 日㈰ 13:00 ～16:30 【会場】　羽曳野市立生活文化情報センター LIC はびきの ホール M
　　　　大阪府羽曳野市軽里1‐1‐1 （近鉄南大阪線 古市駅下車 西に約 15 分）

２つの大震災と文化遺産の役割－震災復興工事と文化財保護のはざまで－
山本　誠　氏　公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部次長

市民とともに、文化財を守り、伝えて
安村　俊史　氏　柏原市立歴史資料館館長

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の価値や魅力を伝えるために
－多様なアプローチに支えられて－
松木　武彦　氏　　国立歴史民俗博物館研究部教授・総合研究大学院大学教授

【定員】350 人（要事前申込・先着順）　【費用】500 円（資料代）
【申込】�はがき、またはメール。氏名、住所、連絡先（電話番号）を明記。1 通のはがき、またはメールで 5 人まで（参加者全員氏名と代表者の住所と連絡先）。

※電話申込不可。
【申込・問合せ先】羽曳野市教育委員会 世界遺産課　〒 583‐8585　大阪府羽曳野市誉田 4 丁目 1-1　ﾒｰﾙ sekaibunka@city.habikino.lg.jp 
　　　　　　　　 ☎ 072-958-1111（内線 4400・4401・4481）

< 主催 >　　羽曳野市世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」保存・活用実行委員会
（NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会、羽曳野まち歩きガイドの会、四十四の会、羽曳野市教育委員会）

【日時】3 月18 日㈯ 13:00 ～16:00 （開場 12:00）【会場】藤井寺市立市民総合会館 （パープルホール）大ホール
　　　 藤井寺市北岡1-2-3 （藤井寺駅下車 徒歩10 分）

【調査報告】
「唐櫃山古墳の調査成果」
藤井寺市教育委員会文化財保護課 泉眞奈

「峯ヶ塚古墳の造出しの調査成果」
羽曳野市教育委員会文化財課 米田拓海

「津堂遺跡の発掘調査－津堂城山古墳にかかわる倉庫群の発見」
大阪府教育庁文化財保護課 原田昌浩

【講演】
「『明治五年大仙陵絵図』をめぐる人々と『大仙陵』の実態」
鹿児島大学総合研究博物館教授　橋本達也 氏

下記の方法のいずれかで申込。【定員】570人（要事前申込・先着順）　【費用】無料　【締切】2月 28日㈫（消印有効、ただし定員になり次第締切り）
・インターネットの申込フォーム
・�往復はがきで、参加者の氏名（複数の場合は全員。4人まで）、代表者の住所と電話番号を明記し、返信はがきの宛名に代表者の氏名・住所を記して、百舌鳥・

古市古墳群世界遺産保存活用会議事務局まで　　　　　　　　　

 令和4 年度 公開シンポジウム 「「地域住民とともに取り組む地域活性化」地域住民とともに取り組む地域活性化」

【とき】 2 月18 日㈯ 13:00 ～15:30
【場所】 LIC はびきの ホール M（Youtube でも LIVE 配信します）

【申込】 �IBU ウェブサイトの公開シンポジウムの応募

フォームから申し込みください。

【定員】 300 人［事前申込必要・先着順］

【費用】 無料　　　　　　　　　　　　　 

【問合せ】 四天王寺大学  地域連携推進センター

　　　　☎ 072-956-3345

第1部　基調講演
　　　　「ネットワーク社会における地域まちづくり」
              久　隆浩（近畿大学総合社会学部環境・まちづくり系専攻 教授）

第 2 部　話題提供
　　　　「産業・商品から見た羽曳野の魅力とポテンシャル」
　　　　天野 了一（四天王寺大学 経営学部 教授）
              「観光をとおした地域の活性化－地域人材の発掘」
　　　　大谷 常一（一般財団法人 大阪はびきの観光局 理事長
　　　　　㈱よしもとデベロップメンツ代表取締役）
第 3 部　ディスカッション
              「地域住民とともに取り組む地域活性化」
　　　　シンポジスト　久 隆浩・天野 了一・大谷 常一
　　　　総合司会 宮脇 敏哉（地域連携推進センター 副センター長）

≪主催≫ 四天王寺大学、四天王寺大学短期大学部、羽曳野市、羽曳野市教育委員会≪主催≫ 四天王寺大学、四天王寺大学短期大学部、羽曳野市、羽曳野市教育委員会

百舌鳥・古市古墳群に魅せられて
－調査と研究の最前線－

世界遺産 「百舌鳥・古市古墳群」のすばらしさをみんなの手で
－今こそ学び、伝えよう価値と魅力　ともに受け継ごう未来へ―

「百舌鳥・古市古墳群」
世界遺産シンポジウム

※ご来場にあたっては、公共交通機関をご利用ください。

百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議事務局
〒 559-8555大阪市住之江区南港北 1-14-16 大阪府咲洲庁舎 37階
☎ 06-6210-9742、FAX 06-6210-9316
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受講生募集
2023 年 4 月‐6月

4 月期

【対　象】　65 歳以上の羽曳野市民（令和 5 年 4月1日時点）
     　※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方を除く。

【申　込】　2月6日㈪～17日㈮（平日 9:15 ～ 17:00）　LIC ウェルネスゾーンに来館・電話にて申込。
　　　　　チラシの申込用紙に記入。1 人 1 講座( 第 3 希望まで記入可）※『⑲ LIC まちの保健室』を除く

【当選発表】　3月1日㈬～3月7日㈫　LIC ウェルネスゾーン入口横・市ウェブサイトに掲載。

※ロコモ予防：運動器（骨、関節、筋肉など）の機能低下などにより日常生活に制限や支障をきたす状態を防ぐ。
※感染症の感染拡大防止のため定員を変更する場合があります。

■プログラム紹介（参加費無料）

■スケジュール表

LICウェルネスゾーン

月 火 水 木 金

午前

⑨ラララフィット（ロコモ予防※）
9:15 ～10:45

定員15 人

④ラララサーキット
9:15 ～10:45

定員15 人

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
9:15 ～10:45

定員15 人

⑪膝痛・腰痛改善クラス　
9:15 ～10:45

定員15 人

⑦ラララサーキット
9:15 ～10:45

定員15 人

①脳活性プログラム
（認知症予防）

11:00 ～12:30
定員15 人

⑭転倒予防クラス
11:00 ～12:30

定員15 人

⑤ラララサーキット
11:00 ～12:30　

定員15 人

⑥ラララサーキット
11:00 ～12:30

定員15 人

⑩ラララフィット（ロコモ予防※）
11:00 ～12:30

定員15 人

午後

③ラララサーキット
13:30 ～15:00 

定員15 人

⑲LIC まちの保健室　
13:30 ～15:00
定員6 人（要予約）

⑫フィットネスウオーキング
13:30 ～15:00

定員15 人

②脳活性プログラム
 （認知症予防）

13:30 ～15:00
定員15 人

⑳やさしいクラフト教室
㉑おもしろ算数教室

13:30 ～15:00
定員各15 人

⑮ノビ伸体操
15:15 ～16:15

定員15 人

⑯Let's 筋力トレーニング
15:15 ～16:15

定員15 人

⑰サーキットトレーニング
①15:15 ～16:00
②16:15 ～17:00

定員各15 人

⑱サーキットトレーニング
①15:15 ～16:00
②16:15 ～17:00

定員各15 人

⑧ラララサーキット
15:15 ～16:45  

定員15 人

⑲ LIC まちの保健室（要予約）　看護師への健康相談、管理栄養士への栄養相談、トレーナーへの運動相談ができます。
　マンツーマンで日頃のちょっとした心身の悩みにお答えします。 ［トレーナー］第１・５週目　［看護師］第２・４週目　［管理栄養士］第３週目
　【とき】 4月４日～6月２7日間の火曜日　13:30 ～15:00　【場所】 LICウェルネスゾーン　【対象】 65 歳以上の羽曳野市民
　【定員】 6 人（1 人10 分～15 分）　【費用】 無料
　【申�込】 LICウェルネスゾーンへ電話・来館にて受付（電話申込の場合は、事前に来館し、相談内容を記入していただきます。）

①②脳活性プログラム（認知症予防）
　椅子に座って行うリズム体操。体も脳も活性化させ認知機能向上を
　目指します。
　【１ｸｰﾙ1回：歯科衛生士による咀

そしゃくりょく

嚼力と認知機能向上についてなど】

③～⑧ラララサーキット
　マシンを使った筋力トレーニングと、椅子に座って有酸素性運動のリ
　ズム体操を交互に行います。

⑨⑩ラララフィット（ロコモ予防）
　日常生活の動作に必要な筋肉をしっかり動かし、いつまでも自分の足
　で歩き続けられる体づくりを目指します。

⑪膝痛・腰痛改善クラス
　膝痛や腰痛の予防・改善に必要な筋力トレーニングを行います。
　【月1回：理学療法士による痛みや可動域の評価】

⑫フィットネスウオーキング　
　正しいウオーキングのフォームを身に付け、活動量計を使用し、運動量
　を確認しながら楽しく歩きましょう。（雨天の場合は室内）

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
　ミズノオリジナルツールを使用し、年齢と共に低下しやすい骨盤底筋
　にアプローチします。

⑭転倒予防クラス（筋トレ・バランス力強化）　
　ミズノオリジナルツールを使用し、足底のバランス向上や筋力トレー
　ニングを行い転ばない体づくりを目指します。
　【月1回：理学療法士による痛みや可動域の評価】

⑮ノビ伸体操
　骨格体操とヨガのポーズを組み合わせることで、関節の動きをスムー
　ズにし、ストレッチ効果を引き出します。

⑯Let's 筋力トレーニング
　チューブを利用し、体幹や脚力などを強化する筋力トレーニング。
⑰⑱サーキットトレーニング
　DVD による、マシンと有酸素性運動を組み合わせたトレーニング。
　【1コマ 45 分　準備体操・サーキット2セット・整理体操】
⑲LIC まちの保健室
　１・５週目（トレーナー）、２・４週目（看護師）、３週目（管理栄養士）
　【予約制  10 分～15 分  定員6 人】

文化プログラム
⑳やさしいクラフト教室
　折り紙・紙テープ・廃材などを利用して、製作します。	
　【とき】4月7日・21日、5月19日、6月2日・16日・30日㈮
　　　    13:30 ～15:00
　【持物】 はさみ・のり　【講師】 瀧田幸子
㉑おもしろ算数教室
　�算数マジックと謎解きを楽しみましょう。パズルに挑戦し、解く楽し

みを味わいます。脳の活性化・認知症予防をはかります。
　【とき】4月14日・２8日、5月12日・２6日、6月9日・23日㈮
　　　　 13:30 ～15:00
　【講師】 SA ネット大阪おもしろ算数教室事業部長  二葉登代子

【問合せ】　LIC ウェルネスゾーン　☎ 072-958-0711　／  地域包括支援課　☎ 072-947-3825（直通）

健康づくり・介護予防のため、ミズノが開発したプログラムが体験できます
－ LIC Wellness Zone －

LIC ウェルネスゾーン

≪感染症防止対策ご協力のお願い≫　手指の消毒やプログラムで使用したツールの消毒を、ご自身にて行っていただきますようお願いします。
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各講座等を受講される方へ
・�当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。
・�新型コロナウイルスの影響で中止または延期になる可能性があります。

地域包括支援課 地域包括支援課 からのお知らせからのお知らせ

羽曳野市認知症地域支援推進員が相
談対応を行います。
とき 2 月 6 日㈪14:00 ～16:00
場所 高年生きがいサロン 3 号館
対象 市民 定員 4 人 費用 無料

申込
電話
地域包括支援課 地域支援・施
策担当　☎ 072-947-3822

認知症に関する個別相談会

カメラやインターネット等の基本操作
や地図機能やアプリ等の使い方を学
べます。
とき 2 月 20 日㈪13:30 ～15:00

場所 高年生きがいサロン 3 号館
（駐車場の数には限りがあります。）

対象 市内在住の 65 歳以上の方
定員 先着10 人程度 費用 無料

持物
◦�本人確認書類（運転免許証・マ

イナンバーカード・被保険者証など）
◦スマートフォン（貸出可）

申込
電話（2 月 4 日㈯から）
高年生きがいサロン 3 号館
☎ 072-959-0220（9:00 ～17:00）

【基本編】高齢者向けスマホ教室

調理や栄養において更なる知識の習
得をし、「食べる」ことを大切にし
ましょう。

【献立】鶏ひき肉と豆腐ハンバーグ、
ふんわり卵とほうれん草のスープ、
ブロッコリーの酢みそドレッシン
グ、ミルクゼリー ※変更の場合あり
とき 3 月 17 日㈮ 10:00 ～ 12:30 頃
場所 保健センター 3 階 栄養指導室
対象 65 歳以上の市民の方

定員 10 人程度
（応募多数の場合、抽選）

費用 500 円（材料費込）

持物 エプロン、三角巾、タオル、
筆記用具

申込
地域包括支援課の窓口または電話

（2 月 17 日㈮まで）
☎ 072-947-3822

介護予防できらきらシニア
～熟年簡単クッキング教室～振り込め詐欺などの電話を使った特殊詐欺を未

然に防ぐことができるよう、会話内容が自動で録
音される装置を無償で貸し出す事業を令和 4 年
10 月から開始しています。

【対象者】次の①～④全て満たしている方
① 市民かつ市内在住の方
② 介護保険施設等へ入所や病院へ長期に入院をしていない方
③ �70 歳以上のひとり暮らし、または 70 歳以上高齢者のみ世帯

※�住民票上の世帯が別であっても、70 歳未満の方が同居されている場合は貸与で
きません。

④ �居住住居に電話回線を引いて固定電話を設置していること
※一部取り付けできない電話機があります。

自動通話録音装置は１世帯に１台の貸し出しです。
申請後、審査いたします。貸与決定の場合は通知いたしますので、申請者の方
に装置を受け取りに来ていただきます。
なお、数に限りがありますので、申請が貸し出せる台数に達した場合は貸し出
しできません。

【問合せ】地域包括支援課 総務・在宅支援担当　☎ 072-947-3825（直通）
FAX 072-950-1030　メール chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jp

自動通話録音装置貸与事業のお知らせ

各場所によって取り組みは様々ですの
で、一度お近くの所にお越しください。
あそかカフェ
とき 第 3 ㈰13:00 ～16:00

場所 あそか西松庵1階ホール
（伊賀1-4-1）

問
☎ 072-959-8358（今井）
当日は☎ 072-959-5503

オレンジカフェ峯屋
とき 第 2・第 4 ㈭ 9:30 ～11:00
場所 LIC はびきの1階 （軽里1-1-1）
問 ☎ 072-950-0157（阪本）

おれんじかふぇみやび
とき 2 月 26 日㈰14:00 ～16:00

場所 グループホームみやび1階ホール
（西浦 2-1844-1）

問 ☎ 072-950-0382（桝野）

市内オレンジカフェ（認知症カフェ）

認知症介護などで困っている、悩ん
でいる、相談したい、話し相手が欲
しいなどの相談や、認知症予防向け
体操、脳トレーニングなどの体験も
できます。
とき 2 月14 日㈫11:00 ～15:00

場所 介護老人保健施設 悠々亭
1階 併設フロア

対象 高齢者、介護者、地域住民の方
費用 飲食代
申込 事前申込不要

問 介護老人保健施設 悠々亭
☎ 072-953-1002（伊藤）

オレンジカフェを開催します！

オレンジカフェとは・・・
　�認知症のご本人とご家族が、地域住民の方や、介護・福祉・医療の専門

家と身近な場所で集い、交流できる場のことです。
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ここ
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< 伊賀 > < 野々上 >

母親の
智美さん

母親の
泉美さん

母親の
泉実さん

藤
ふじかわ
川　結

ゆいな
菜ちゃん

産まれてきてくれてありがとう♡
お兄ちゃんと仲良く元気に育って行こうね♡

我が家のアイドル★
これからも兄妹仲良く元気に育ってね！

産まれてきてくれてありがとう♡
これからも二人仲良く元気に育ってね♡

< はびきの >山
やまざき
崎　瑠

る い
偉ちゃん

橋
はしだ
田　涼

りょお
央ちゃん

令和 2 年 10 月 生まれ

令和 2 年 8 月 生まれ

令和 4 年 7 月生まれ瑠
る か
翔ちゃん

令和 3 年 10 月 生まれ

「ピアッザ」をはじめてみませんか
地域SNSアプリ

　「ピアッザ」には、羽曳野市、藤井寺市、太子町
のエリアのみなさんが自由に地域の情報を交換でき
る “広場” を開設しております。
　みなさんの情報、口コミが南河内地域のコミュニ
ティの活性と魅力あるまちづくりにつながります。

※羽曳野市とPIAZZA株式会社は連携協定を結んでいます。

←詳細は市ウェブサイトを
　ご覧ください。

アプリのダウンロードは
こちらから→

HELLOHELLO
HABIKINOHABIKINO

ちょっとちょっと  そこまで
  そこまで

お買い物、お仕事などの“ちょい乗り”に便利なシェアサイクルがスタート！

3 カ所でシェアサイクルがご利用できます。
さらにステーションの設置を計画中！

■シェアサイクルのご利用に関すること
　コールセンター　☎ 050-3821-8282

■事業に関すること
　観光課　☎ 072-958-1111

※詳細・会員登録などは「OpenStreet」　ウェブサイトをご覧ください。

羽曳野市内
ステーション

古市駅東広場　　 ( 最大駐輪可能台数 7 台 )

峰塚公園管理棟前 ( 最大駐輪可能台数 5 台 )

恵我ノ荘駅前広場  ( 最大駐輪可能台数 6 台 )

設置場所

1月17日㈫ シェア
  サイクル “漕

こ

ぎ初
ぞ

め式”
会員登録は
コチラから
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・・・TOPICS

第 16 回 羽曳野市長杯はびきの子ども将棋大会の結果
　第 16 回羽曳野市長杯はびきの子ども将棋大会が 12 月
18 日㈰に青少年児童センターで行われ熱戦を繰り広げまし
た。今年度の各クラスの受賞者は次のとおりです。

日本スケートボード選手権大会　7 位
　本市在住の中学一年生、武
田星

あかり
さんが、「第 5 回マイナ

ビ日本スケートボード選手権
大会」において、７位に入賞
され、市役所を訪問してくだ
さいました。益々のご活躍を
期待します。

百歳花束の贈呈
　12 月19 日、山入端市長が市内在住の百歳を迎えられた
方を訪問し、ご長寿をお祝いして花束を贈呈しました。これ
からもお元気で健康な日々をお過ご
しになりますようお祈りいたします。
※訪問に際しては、手指消毒や感染
防止対策を徹底しています。

白土 弥惠子 様

世界ボッチャ選手権　団体戦 銅メダル
　本市在住の中村拓海さんが、

「世界ボッチャ選手権」団体戦
において、銅メダルを獲得さ
れました。中村さんから「出
場する大会でしっかり結果を
残してパリパラリンピックの
出場権を取れるように頑張り
たいと思います。」とコメントをいただきました。

人権週間・北朝鮮人権侵害問題啓発週間
　12 月 4 日から 10 日の「人権週間」、12 月 10 日から
16 日の「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」にあわせて、
市役所本庁１階ロビーにて、「人権週間・北朝鮮人権問題
啓発週間」パネル展を開催しました。
　また今回は、北朝鮮人権侵害問題について関心と認識を
深めていただくため、LIC はびきのにおいて「ブルーリボン」
ライトアップを実施しました。

拉致被害者の救出を求める運動の中で発案されたものです。ブル
ーは、日本と北朝鮮をへだてる「日本海の青」、被害者と家族を
結ぶ「青い空」をイメージしています。

▲真中手前が中村拓海さん

街かどから・・・

羽曳野市こども会育成連絡協議会
第 52 回写生ポスターコンクール結果

氏名（敬称略） こども会名
会長賞 中邨隼 グリーンハイツ

市長賞 松本悠希
枝連さわ

白鳥
北宮東部

議長賞 大島蒼空
人見青葉

大黒光陽台
白鳥

教育長賞
和泉智子
金山大耀
谷口湊士

白鳥
白鳥

ローレルコート

◀
12
月
11
日
㈰
市
役
所
に
て

≪ブルーリボンとは≫

クラス 氏　名
A クラス 優　勝 中 谷 　 豊
B クラス 優　勝 田 中 大 雅
C クラス 優　勝 後 藤 智 悠
C クラス 準優勝 小 池 普 次
C クラス 3　 位 甲村信太郎

▲12 月16 日 市役所にて
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Light Up KONDA  ～誉田中学校～
　2020 年の冬に、生徒会の
子どもたちが、「コロナ禍で沈
んだ人の心に光を灯したい」
というスローガンで、中庭にあるシンボルツ

リーにイルミネーションを飾
りました。それも今年で３年
目となり、今年は、校区の方々
にも見に来ていただきました。

写真提供：日本ボッチャ協会
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　人は酸素で糖を分解し水素を取り出し濃縮します。
出来た水素の濃度勾配と駆動力を使って ATP( アデノ
シン三リン酸 ) を合成します。ATP が分解するとエネル
ギーが生じます。このエネルギーで生物は生きています。
ATP の合成は細胞内に約数千個あるミトコンドリアが
行います。エネルギーは筋収縮、神経伝達、消化吸収、
ホルモンの分泌、ミトコンドリア DNA の修復等多くの
用途に使われますが、貯めることは出来ません。ミトコ
ンドリアに作り続けてもらうしかありません。ATP の合
成には、食事と運動、活性酸素除去が必要です。食事
では脳と赤血球の活動に不可欠な糖の他、脂質・タン
パク質、ビタミン B1、カルニチン、コエンザイム Q10
等の成分が必要です。これらの成分は肉と魚から摂れ
ます。有酸素運動で筋量とミトコンドリアが増えます。
睡眠中は消費エネルギーが少なく、熟睡によってミト
コンドリアを休ませることが出来ます。エネルギーを
無駄にしない生活習慣が大切です。

羽曳野市医師会　藤野久武

ミトコンドリアとエネルギーミトコンドリアとエネルギー 片足膝伸ばし

運動効果
膝がしっかり伸びるので歩幅が広がり歩行が安定し
歩行速度が上がります。
膝関節の痛みの予防・改善に期待ができます。

運動方法
イスに座り良い姿勢を保ったまま、つま先を上に挙げ、
かかとを前に押し出す感じで膝を伸ばします。これを
交互に繰り返します。このとき膝関節は完全伸展する
こと。（痛みのある場合は無理をしない）この筋肉は
完全伸展する10 ～20 度手前から機能することを
意識します。

ターゲットにする筋肉
大腿内側広筋・大腿外側広筋といって太ももの内側
と外側にある筋肉で、膝関節を伸ばす時に使う筋
肉です。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

  【問合せ】■天王寺年金事務所  ☎ 06-6772-7531（代）
  [平　 日 ] 8:30 ～ 17:15 ※週初めの開所日は 19:00 まで
  [ 第２㈯ ] 9:30 ～ 16:00
  ※電話は自動音声案内です。
  ※電話機の 5 を押すと所員が対応します。
  ※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間をおいて
　  からおかけ直しください。 日本年金機構

ウェブサイト

● 国民年金保険料は口座振替による前納・早割をすると、納付書（現金）
およびクレジットカードで納めるより割引額が多く大変お得です。

● 前納の種類は 2 年前納（4月～翌々年 3月分）、1年前納（4月～
翌年 3月分）、6カ月前納（4月～ 9月分・10 月～翌年 3月分）の
3 種類です。2 年前納は、毎月納付する場合に比べ、2 年間で
約15,000 円程度の割引になります。口座振替での令和 5 年度
の2 年前納、1年前納、6 カ月前納（4 月～ 9月分）の新規お申
込みは、令和 5 年 2 月中にお願いします。【 年金事務所 必着 】
※既に口座振替をされている方は、お手続き不要です。
（振替方法変更の場合は必要）

● 国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に口座振替
する方法のことを早割といいます。早割は月50 円（年間 600 円）
お得です。【 随時受付 】

● 申込先：年金事務所または金融機関
● 必要なもの：基礎年金番号がわかるもの・通帳・金融機関の届出印

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」や「公的年金等の
源泉徴収票」の電子データを、マイナポータルの「お知らせ」で
受け取れる電子送付サービスを開始しました。受け取った電子
データを国税庁の提供する e-Tax 等に取り込むことができ、
簡単に確定申告ができます。
※詳細は、日本年金機構のホームページをご確認ください。

＊ 国民年金保険料を納付されている方の社会保険料控除
⇒「令和４年分社会保険料 ( 国民年金保険料 ) 控除証明書」
　【社会保険料控除証明書に関するお問合せや再交付申請】
　☞ ねんきん加入者ダイヤル　  　 ☎０５７０－００３－００４ 
　◆ 050 から始まる電話からは　　☎０３－６６３０－２５２５
　 　[ 平　日 ] 8:30 ～19:00　[ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00

＊ 老齢年金等（遺族年金・障害年金を除く）を受給している方
の確定申告
⇒「令和４年分公的年金等の源泉徴収票」
　【公的年金等の源泉徴収票に関するお問合せや再交付申請】 
　☞ ねんきんダイヤル      　　　　 ☎０５７０－０５－１１６５
　◆ 050 から始まる電話からは　　☎０３－６７００－１１６５
　　 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めは19:00 まで　
　　 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
　  　※共済年金を受給している方は各共済組合まで

※ 基礎年金番号がわかるものを用意してお問い合わせください。
※ ねんきんネットを利用して再発行申請を行うこともできます。
※ 確定申告の必要書類に関する詳細は、国税庁ウェブサイトを

ご覧ください。

口座振替での前納・早割が便利でお得です！

オンラインでの確定申告に必要な「社会保険料( 国民年金
保険料 ) 控除証明書」や「公的年金等の源泉徴収票」が
マイナポータルで受け取れます！

《 確定申告 》年金に関する申告に必要な書類について
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●開館時間10:00～ 18:00（中央は平日10:00～ 20:00　土日祝10:00～ 18:00）

〇中央　　　☎072-950-5501㈪休館　　〇丹比　　　☎072-937-2355㈮休館
〇陵南の森　☎072-952-2750㈮休館　　〇羽曳が丘　☎072-957-5553㈮休館
〇東部　　　☎072-950-2002㈮休館
〇古市　　　☎072-958-0050㈪㈫休館　開館時間10:00 ～ 17:30
〇ブックステーションはびきのコロセアム　

☎072-937-7210　　㈫㈭㈯の13:30 ～ 16:30 開館
全館休館　毎月最終水曜（12月を除く・祝日の場合は翌日）

ディーセント・ワーク（働
はたら

きが
いのある人

にんげん

間らしい仕
し

事
ごと

）という
言
こと

葉
ば

をご存
ぞん

知
じ

ですか？この言
こと

葉
ば

は、
1999 年

ねん

の第
だい

87 回
かい

ILO（国
こくさいろうどう

際労働
機
き

関
かん

）総
そうかい

会に提
ていしゅつ

出された事
じ む

務局
きょく

長
ちょう

報
ほう

告
こく

の中
なか

で初
はじ

めて用
もち

いられ、「権
けん

利
り

、社
しゃ

会
かい

保
ほしょう

障、社
しゃかい

会対
たい

話
わ

が確
かく

保
ほ

されていて、
自
じ

由
ゆう

と平
びょうどう

等が保
ほしょう

障され、働
はたら

く人
ひとびと

々の
生
せいかつ

活が安
あんてい

定する、すなわち人
にんげん

間とし
ての尊

そんげん

厳を保
たも

つことができる生
せいさんてき

産的
な仕

し

事
ごと

」とされています。
これは、国

こくさいてき

際的な開
かいはつ

発目
もくひょう

標である
SDGs においても重

じゅうし

視されており、
目
もくひょう

標 8 に「包
ほうせつてき

摂的かつ持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な経
けい

済
ざい

成
せいちょう

長及
およ

びすべての人
ひとびと

々の完
かんぜん

全かつ
生
せいさんてき

産的な雇
こ

用
よう

と働
はたら

きがいのある人
にんげん

間

らしい雇
こ

用
よう

を促
そくしん

進する」と位
い ち づ

置付け
られています。

少
しょうし

子高
こう

齢
れい

化
か

の進
しんてん

展により、労
ろうどうりょく

働力
の主

しゅりょく

力となる生
せいさんねんれいじんこう

産年齢人口が今
こん

後
ご

ま
すます減

げんしょう

少するとの見
み

通
とお

しから、日
に

本
ほん

全
ぜん

体
たい

の生
せいさんりょく

産力および国
こくりょく

力の低
てい

下
か

が
懸
け

念
ねん

されています。また、育
いく

児
じ

や
介
かい

護
ご

との両
りょうりつ

立ができる柔
じゅうなん

軟な働
はたら

き
方
かた

へのニーズが高
たか

まっています。
このような背

はいけい

景のもとで、国
くに

におい
ては、働

はたら

く人
ひと

がそれぞれの事
じじょう

情や価
か

値
ち

観
かん

に応
おう

じた多
た

様
よう

な働
はたら

き方
かた

を選
せんたく

択で
きる社

しゃかい

会の実
じつげん

現に向
む

けて、働
はたら

き方
かた

改
かいかく

革を積
せっきょく

極的
てき

に推
すいしん

進しており、従
じゅうぜん

前
に比

くら

べれば労
ろうどうかんきょう

働環境は改
かいぜん

善しつつ
あります。

一
い っ ぽ う

方で、2022 年
ねん

にアメリカの
ギャラップ社

しゃ

が世
せ

界
かい

の労
ろうどうしゃ

働者に対
たい

して行
おこな

った、仕
し

事
ごと

に熱
ねつ

意
い

をもって
取
と

り組
く

めているかといった調
ちょうさ

査に

よると、日
に

本
ほん

ではその割
わりあい

合は 5％
で、 調

ちょうさたいしょう

査 対 象 129 カ 国
こく

中
ちゅう

128 位
い

という結
けっ

果
か

となり、働
はたら

き手
て

の仕
し

事
ごと

へ
の充

じゅうじつかん

実感・達
たっせいかん

成感は高
たか

まっていない
状
じょうきょう

況がうかがわれます。
このような状

じょうきょう

況を踏
ふ

まえれば、デ
ィーセント・ワークの実

じつげん

現に向
む

けて
は、雇

こ

用
よう

者
しゃ

においても、単
たん

に仕
し

事
ごと

の
量
りょう

を削
さくげん

減するだけではなく、労
ろうどうしゃ

働者
が安

あんしん

心して前
まえ

向
む

きに働
はたら

くことができ
る環

かんきょう

境を整
ととの

えることが必
ひつよう

要です。
それぞれの職

しょくば

場において、雇
こ

用
よう

者
しゃ

と労
ろうどうしゃ

働者の双
そうほう

方が働
はたら

きがいのある
人
にんげん

間らしい仕
し

事
ごと

について意
い

識
しき

してい
くことが、一

ひ と り

人ひとりが輝
かがや

いて働
はたら

く
ことができるための第

だい

一
いっ

歩
ぽ

となりま
す。ディーセント・ワークについて、
一
い

度
ちど

考
かんが

えてみてはいかがでしょうか？

羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

◇ご利用ください！はびきの電子図書館
はびきの電子図書館は、羽曳野市立図書館の緑色
の図書利用カードをお持ちの方なら、どなたでも
ご利用いただけます。電子図書は、図書館に来館
しなくても貸出・返却ができ、スマホひとつでい
つでもどこでも読書を楽しめます。
利用される方は、図書館ホームページにてパスワ
ードの登録を行ってから、「はびきの電子図書館」
のページにお入りください。
電子図書の貸出・予約冊数　3 冊まで

 （紙の図書とは別です）
貸出期間　14 日間（継続貸出は 1 回のみ）
※ 1 点ごとの電子図書には利用できる上限回数（または

期間）があり、この制限を超えると電子図書館から削除
されます。利用される方はあらかじめご了承ください。

おはなし会（２月） 今月の特集テーマ

中央図書館
 4 日㈯　18 日㈯  11:00 ～ 一般 芥川賞・直木賞・いろんな賞
 12 日㈰　26 日㈰  13:30 ～ 児童 にっぽんのみんわとむかしばなし

陵南の森図書館

 5 日㈰　12 日㈰　25 日㈯  11:00 ～ 一般 想いを伝える
 18 日㈯  15:00 ～
 19 日㈰小さい子向き  11:00 ～ 児童 ＬＯＶＥの本
 19 日㈰ 少し長いお話を聞ける子向き  11:30 ～

東部図書館  8 日㈬  10:45 ～ 穴といえば？
丹比図書館  25 日㈯  10:30 ～ ねこの本　大集合ニャー！！
古市図書館  18 日㈯  11:00 ～ 借りてやぁ～！貸出０回の本！第１弾
羽曳が丘図書館  11 日㈯　25 日㈯  15:00 ～ 恋の季節

今月の館内整理日は 2 月 22 日㈬
市内の図書館は全館休館となります。

◇羽曳野市立図書館雑誌スポンサー募集（令和５年度）
図書館では、令和 5 年度の雑誌スポンサーを募集します。図書館所蔵の雑誌が、地域の事業活動の身近な広告手段としてご活用いただけます。

【期間】 4 月～令和 6 年 3 月（年度単位）　※年度途中からはお問い合わせ　　　【費用負担】 雑誌の購入代金 1 年間分を指定先に直接支払う
【配架場所】 市内図書館より選択　　※ブックステーションコロセアムは除く　　【提供雑誌】 図書館所蔵の雑誌から選択
【対象】 企業、商店、組織・団体　　※個人不可　※所定の審査あり
【広告表示方法】・雑誌の表紙面の透明カバーにスポンサー名を表示（縦 3cm ×横 10cm 以内）　

・裏表紙全面に指定の広告を掲出
※詳細は、お問い合わせまたはウェブサイトをご覧ください。➡「羽曳野市　雑誌スポンサー」で検索

＜令和 4 年度 雑誌スポンサー＞（敬称略、順不同）
大阪府書店商業組合共同受注羽曳野市支部、㈱高松ギフトプラニング、羽曳野市商工会、お好み焼き「美吉乃」、

（福）大阪福祉事業財団 高鷲学園、ガールスカウト大阪府第 36 団、恵我之荘商店会、㈱ライジング（朝日新聞 富田林北）
【問合せ】陵南の森図書館　☎ 072-952-2750　FAX 072-955-5015

表紙 裏表紙

全面広告

スポンサー名

【臨時休館のお知らせ】羽曳が丘図書館は、電気設備工事のため以下のとおり臨時休館します。
令和 5 年 2 月 27 日㈪・28 日㈫
なお、この日はブックポストもご利用いただけません。
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すくすく 子育て支援
スケジュールなどの詳細は、センターニュース

「てとてと」または、「はびきの子育てネット」内、
子育て支援センターのページをご覧ください。

メール配信登録
※�お知らせ、抽選結果

などをメールで受取

はびきの子育てネット
※�「てとてと」は、サイ

ト内「配布物」に掲載
子育て支援センター

支援センターふるいち（古市複合館）　古市 4-2-9
☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350

【広場】㈪～㈮ 10:00 ～ 11:30 ※㈷除く
【午後開放】㈭㈮ 14:00 ～ 16:00

みんなの広場 ㈪㈫㈮　［計測・誕生会］10 日・13 日
［休み］7 日・14 日・28 日　« 対象 » 就学前の子ども
よちよち広場 ㈬　［計測］8 日・15 日　［誕生会］15 日

（9:45～/11:00～［各1時間］）«対象»0歳～1歳半未満の子ども　

てくてく広場 隔週㈭　9 日、［教室］9 日 ｢ ひなまつり制作 ｣
« 対象 » 令和 2 年 4 月 2 日～令和 3 年 8 月 31 日生まれ
のびのび広場隔週㈭　2 日・16 日、［教室］16 日 ｢ ひなまつり制作 ｣
« 対象 » 平成 30 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ
あそびの広場　3 月 1 日㈬ ｢ 人形劇ポップコーン ｣« 募集 »20 組
« 対象 » 就学前の子どもとその保護者 « 申込 »13 日㈪～ 17 日㈮
双子・年子の広場　28 日㈫ おはなしの広場　27 日㈪

支援センターむかいの　実施場所は向野こども園旧園舎 1 階
向野 523　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361

【広場】㈪～㈮ 10:00 ～ 11:30 ※㈷除く
みんなの広場 ㈪㈬㈭　※下記記載の年齢別教室開催日を除く

［おはなし会］6 日㈪［誕生会］20 日㈪・27 日㈪
« 対象 » 就学前の子どもとその保護者
2・3 歳児　［ひなまつり制作・計測］22 日㈬
« 対象 » 平成 30 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ
1 歳児　［ひなまつり制作・計測］13 日㈪
« 対象 » 令和 2 年 4 月 2 日～令和 3 年 4 月 1 日生まれ
0 歳児　［運動遊び・計測］9 日㈭
« 対象 » 令和 3 年 4 月 2 日～令和 4 年 4 月 1 日生まれ
0.0 歳児［計測］1日㈬　« 対象 » 令和 4 年 4 月 2 日以降生まれ
双子・三つ子・年子の広場　3 日㈮

【問合せ】こども家庭支援課 母子保健担当　☎ 072-947-3888（直通）

養育支援訪問事業
妊娠・出産・育児期に育児の不安やス
トレスなどを抱え、他からの支援が期
待できない家庭を支援します。
■■問問 こども家庭支援課
児童虐待の疑いなど”おかしい”と思ったら
■■とと■■きき  きき㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く
■■問問 こども家庭支援課 家庭児童相談担当
☎ 072-947-3837（直通）

子育て電話相談［子育てで気になること］
■■とと■■きき  きき平日・㈯ 13:00 ～ 17:00
■■場場■ ■ 所所所所 NPO 法人南河内こどもステーション
■■問問 羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-1114

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）
※ 365 日 24 時間対応、通話料無料

21 時まで子育て相談を受ける窓口
子育てに対する不安や困難さを抱えて
いるが、日中は育児や仕事に追われ、
市役所の開いている時間に相談の電話
をすることが難しく、「相談したいが、
相談する場所がない」という方を対象
とした窓口です。
■■とと■■きき  きき㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00 ※㈷除く
■■申申■■込込 � �込込込込市ウェブサイトの予約

フォームから希望日時
を予約。

■■問問 こども家庭支援課 家庭児童相談担当

◦�新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、週 2 回の利用に
制限させていただきます。◦保護者の方と一緒にお越しください。

はびきのファミリー・サポート・センター < 協力会員募集中 > ※有償
（子育て支援センターふるいち内　☎ 072-956-4943）
あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手伝いに貸していただけま
せんか？詳しくは上記までお気軽にお問い合わせください。

種類 日程 対象児

4 カ月児
2 月 10 日㈮ 令和 4 年 10 月  1 日～ 14 日
2 月 24 日㈮ 令和 4 年 10 月 15 日～ 31 日
3 月 10 日㈮・24 日㈮ 令和 4 年 11 月生まれ

1 歳
6 カ月児

2 月 27 日㈪・28 日㈫ 令和 3 年 7 月生まれ
3 月 27 日㈪・28 日㈫ 令和 3 年 8 月生まれ

2 歳
6 カ月児

2 月 14 日㈫・15 日㈬ 令和 2 年 8 月生まれ
3 月 14 日㈫・15 日㈬ 令和 2 年 9 月生まれ

3 歳
6 カ月児

2 月 3 日㈮・  7 日㈫ 令和元年 8 月生まれ
3 月 3 日㈮・  7 日㈫ 令和元年 9 月生まれ

健診日の2 週間前までに個別通知が届いていない方はご連絡ください。

乳幼児健康診査（場所：保健センター）

●講座のお知らせ
こもも教室（2 回セット）　3月17日㈮・20日㈪　«対象»令和4年
10月～12月生まれの子ども（市民のみ）«申込»2月27日㈪～3月3日㈮

●講座のお知らせ
リフレッシュ講座「ハーブの身近な活用法」
21日㈫　「助産師さんによるお話」«対象»就学前の子どもとその保護者
« 申込 »6 日㈪～ 10 日㈮※保育有
こもも教室（2 回セット）　3月7日㈫・10日㈮　«対象»令和4年
10月～12月生まれの子ども（市民のみ）«申込»2月20日㈪～24日㈮

離乳食個別相談会（予約制、試食・保育なし）
■■とと■■きき  象象2 月17日㈮15:30 ～17:00 の間
■■対対■■象象 � �象象象象４カ月児健康診査受診後から１歳

半頃までの乳幼児の保護者
■■場場■■所所  象象保健センター3 階
ママとベビーの交流会　※予約制
身体計測・育児相談・ママ同士での情
報交換・絵本や遊びの紹介など。
■■とと■■きき  象象3 月 20 日㈪14:00 ～16:00
■■場場■■所所  象象保健センター3 階
■■対対■■象象  象象生後 3カ月までの赤ちゃんと母親

　 （上の子の保育なし）

マタニティスクール 3 月コース（予約制）
3 月 2 日㈭13:30 ～15:30

「助産師に聞く心とからだの準備」
・お答えします！妊娠中の素朴な疑問
3 月11日㈯ 9:45 ～11:45/13:30 ～15:30
※�午前・午後は同内容。

時間はこちらから案内します。
「パパ・ママの役割　育児レッスン」
・育児レッスン ‐お風呂の入れ方‐
・パパの妊婦体験
3 月 20 日㈪13:30 ～15:30

「赤ちゃんの育て方・赤ちゃんのためのマ
マの食事について」

■■場場■■所所  象象保健センター
■■対対■■象象  象象5、6 月出産予定の初産婦の方優先
■■定定■■員員  象象15人（全 3 回の参加が難しい場合、
2 回目のみの参加も若干名可能）

妊婦歯科健康診査
問診・歯科健康診査・歯科保健指導。
��象象■■対対■■象象  象象 妊婦（妊娠週数16～27週に受ける
　　  ことが望ましい）
« 実施医療機関 » 妊婦歯科健康診査受
診券の裏側（ピンク色のハガキ）参照
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つどいの広場事業（2 月）

NPO 法人南河内こどもステーション
市役所南側　☎・FAX 072-957-1114　
詳細は問い合わせください。
【人形劇団どむならん「十二支のはじまり】
5 日㈰ 13:00 ～ 14:00

【耐寒登山】12 日㈰ 10:00 ～ 16:00
■■￥￥   象象大人 800 円・小学生 600 円・3 歳以
上 300 円

【おやおやくらぶ】3 日㈮「節分」
17 日㈮「つくってあそぼう」
24 日㈮おしゃべりサロン

【思春期カウンセリング】
第 2・4 ㈬ 13:30 ～ 15:00
■■対対■■象象   象象小中学生や高校生、保護者の方も可

【みんなの食堂】毎週㈯ 11:00 ～ 13:00
と毎週㈮ 17:00 ～ 19:00
■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます

【みんなの居場所】㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます

【一時保育（要登録）】㈪～㈮ 10:00 ～
16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷時間
外応相談）　  ￥￥■■￥￥  象象乳幼児 1 時間 500 円～

【やってみようくらぶ】毎週㈯ 10:00 ～
15:00「思考力・図工・英語」、25 日㈯
11:00 ～ 12:00「科学であそぼう」

【かわいい習字教室】毎週㈮ 16:00 ～
17:00　絵や文字など習字を学ぼう。

公立教育・保育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん《2 月》

古 市 幼 稚 園 ［958-3359］  　14 日㈫ 9:30 ～ 10:30
古市南幼稚園［958-7616］ 　 22 日㈬ 9:30 ～ 10:30
駒ヶ谷幼稚園［958-8776］  　16 日㈭ 9:30 ～ 10:30
西 浦 幼 稚 園 ［958-3538］ 　 20 日㈪ 9:30 ～ 10:30・　 27 日㈪ 9:30 ～ 10:30 ※
羽曳が丘幼稚園［958-7201］  　14 日㈫・28 日㈫ 9:30 ～ 10:30
白 鳥 幼 稚 園 ［958-2601］  　17 日㈮ 14:00 ～ 15:00 ※・　27 日㈪ 9:30 ～ 10:30
埴生南幼稚園［957-0212］ 　 20日㈪9:30～10:30・　  21日㈫14:00～15:00※　 
埴 生 幼 稚 園 ［955-1062］ 園舎工事のため中止
◎高鷲南幼稚園［955-1624］ 　 3 日㈮ 9:30 ～ 10:30
こども未来館たかわし［955-0730］ 　毎週㈫㈭ 10:00 ～ 11:00
向野こども園［953-2071］

　 毎週㈫㈭ 10:00 ～ 11:00
下 開 保 育 園  ［958-3318］
軽 里 保 育 園 ［958-3338］
島 泉 保 育 園 ［953-4624］
はびきの保育園［958-3328］
　＝園庭開放　 ＝未就園児教室 ※＝雨天中止　［持物］着替え・タオル・水筒・上靴

［対象］未就園児と保護者（マスク着用必須）、◎印の園は令和 5 年度入園予定の方のみ
※今後の状況により中止になる場合がありますので、事前に各園へお問い合わせください。

未

園 未

園

未

園

未
未

未
未

園

NPO 法人 子育てサポートくるみ
壺井 508-1　☎ 072- 957-3282
FAX 072-958-4089

【園庭開放】㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
自然いっぱいの広い遊び場に大きなすべ
り台と土山があり、親子でたっぷり遊べ
ます。子育て相談も随時受け付けていま
すので、気軽にお声掛けください。

NPO 法人 つどいの広場 カンナ
高鷲 5-422-22 ☎・FAX 072-939-1625

【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00
【節分制作】3 日㈮
【スライム作り】10 日㈮
【ポップコーンを作って食べよう】17 日㈮
【ひなまつり制作】24 日㈮
いずれも 10:00 ～ 12:00

四天王寺悲田院
地域子育て支援センターぼのぼ
学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約
【0 歳サロン】15 日㈬
【1 歳親子教室】8 日㈬
【2・3 歳親子教室】1 日㈬
【すこやか広場】17 日㈮
いずれも 10:30 ～ 11:30

NPO 法人 サポートネットワークぬくもり
あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016   FAX 072-937-5716
広場は午前・午後の 2 部制。
あいあいルーム

【おもしろ歯医者さんのためになる話】
10 日㈮ 10:30 ～ 11:30

【えほん・あらかると】
14 日㈫ 10:30 ～ 11:30

【ホップ・ステップ・リトミック】
28 日㈫ 10:30 ～ 11:30

【就労相談（子育て中の再就職）】
第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00

【子育て何でも相談】
平日 10:00 ～ 16:00（電話可）

白鳥児童館　翠鳥園 2-9-101
☎ 072-957-4900 ※駐車場はありません。

【利用時間】
㈪～㈯10:00 ～12:00/13:00 ～17:00
室内でおもちゃ遊び、広場で砂場遊び
など。午前中は小さなお友達もゆっくり
遊べます。自由にお越しください。
※�入館人数と利用時間を制限する場合があ

ります。

民間教育・保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高鷲保育園［953-3883］ 毎週㈪～㈮ 10:00 ～ 12:00 ※雨天中止
さかとがはらこども園［956-6246］ 第 1・4 ㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
明の守こども園［954-9630］ 第 4 ㈫ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止 ※要予約
誉田保育園［958-2525］
郡戸保育園［938-5280］ 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
高屋保育学園［957-1234］ 毎週㈫㈭ 14:30 ～ 15:45 ※雨天中止
四天王寺悲田院こども園［957-7517］ ㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00  ※17 日除く 
あおぞら保育園［950-1105］ 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00
ベビーハウス社協［930-0240］
○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。

未

園

未

病後児保育（0 歳～学童）とと

利
用
時
間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）
※カッコ内は延長可能時間

［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］8:00 ～ 17:00
　　　（当日利用および延長不可）

■■申申■ ■ 込込込込 ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00
　　 （電話可、当日利用可）
■■￥￥ 1人1日1,000円（延長30分300円）
※非課税世帯は半額、生活保護世帯は
無料、2 人目以降の子ども半額。
■■問問 NPO 法人サポートネットワーク
ぬくもりあいあい保育園

（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）
☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受け付け
ております。

園

【親子でつくって食べよう～幼児食講座～】
22 日㈬10：30 ～12：00
■■対対■■象象   象象満 2 歳～（要予約）
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健康増進課（保健センター）の検診（健診）や教室の申込など　☎072-956-1000
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、日程が変更・中止になる場合があります。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

定期健康相談・栄養相談

2 月 14 日㈫
午前中

※要予約

毎月19 日は食育の日

家族で食事を
楽しみましょう

藤井寺保健所からのお知らせ
藤井寺市藤井寺1-8-36

☎ 072-955-4181
HIV・梅毒即日検査（無料・匿名可）
◦梅毒検査のみは不可
◦結果は 1 ～ 2 時間後
第 1 ～ 3 ㈬ 9:30 ～ 10:30
※夜間、土日検査は、chot CAST（チ
ョットキャスト）で実施。詳しく
はお問い合わせください。
こころの健康相談（無料・予約制）
こころの病気、アルコール依存症な
どの相談に精神科医、精神保健福祉
相談員が応じます。
医療機関に関する相談（無料）
㈪～㈮ 9:15 ～ 12:15/13:00 ～ 16:00
生活衛生室　☎ 072-952-6165
水質検査（有料・予約制）
飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水
腸内細菌検査（有料）
赤痢菌・チフス菌・パラチフス A 菌・サ
ルモネラ属菌・腸管出血性大腸菌 O157
㈪～㈬ 9:30 ～ 12:00
ぎょう虫卵検査（有料・予約制）　
㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00
« 浄化槽の適切な維持管理を »
大阪府では、2 月を「生活排水対
策推進月間」と定め、各家庭から
排出される生活排水の適正処理を
進めています。浄化槽をご使用の
方は、保守点検と清掃にあわせて、
知事指定検査機関（一般社団法人 
大阪府環境水質指導協会 ☎ 072-
257-3531）が実施する浄化槽法に
基づく定期検査を年 1 回、受ける
必要があります。

成人歯科健診（集団または個別）

■■対対■ ■ 象象象象 平成 8・昭和 61・56・51・46・
41・36・31・26 年生まれの市民
■■￥￥  無料（受診券が必要。お手元にな
い方はご連絡ください。）
【集団健診（要予約）】
2 月 1 日㈬・3 月 17 日㈮
■■場場■■所所   象象保健センター

【個別健診】
 �市内の指定歯科医院で令和 5 年 3
月 31 日まで受診可

がん集団検診（予約制） 

2 ～ 3 月分を来所・電話に
て受付中。その他の日程、検診につ
いての詳細は「令和 4 年度羽曳野市
健康だより」か市ウェブサイトをご
覧ください。
胃がん検診、肺がん検診・結核健診、
大腸がん検診（集団検診） 
■■対対 ■ ■ 象象象象 1983 年 3 月 31 日以前生ま
れの市民　■■￥￥  無料
※結核健診は 65 歳以上の人は、年 1
回受けることが法律で義務付けられ
ています。
乳がん検診、子宮がん検診

（集団検診）
◦乳がん
 �■ �■対対 対対対 対■ ■ 象象象象 1981 年以前の西暦奇数年生
まれの女性
 �■ �■￥￥ ￥￥￥ ￥  1,000 円（1981 年生まれと生
活保護受給者は無料）
◦子宮がん
 �■ �■対対 対対対 対■ ■ 象象象象 2001 年以前の西暦奇数年生
まれの女性　■■￥￥  無料
 �※受診券（ピンク色または黄色のは
がき）が必要です。
 �※ 80 歳以上の方で乳がん・子宮がん
検診を希望される方はご連絡ください。

各種教室（予約制・随時受付中）

■■場場■ ■ 所所所所 保健センター　■■￥￥ 無料
■■対対■ ■ 象象象象 羽曳野市民
★学ぶで～姿勢改善（運動）
■■とと■■きき  2 月 16 日㈭・3 月 23 日㈭
※いずれか 1 日
10:00 ～ 12:00（受付 9:30 ～） 
■■講講■■師師   象象健康運動指導士
※詳細は市ウェブサイト、チラシを
ご覧ください。
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市立休日急病診療所 誉田 4-2-3　☎ 072-956-1000（保健センター 2 階）
休日急病診療所（内科・小児科・歯科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）

［診療日］㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
［診療時間］10:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00

［診療日］㈯㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
［診療時間］18:00 ～ 22:00（受付 17:30 ～ 21:30）

※ 8 時（夜間診療は 15 時）の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表
されている場合は休診、8 時（夜間診療は 15 時）以降に発表された場合は、その時点で休診。
« 発熱で受診される方へ » ※来院時は、事前にお電話ください。　※受診時はマスクを着用ください。
　　　　　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染症にかかる PCR 検査など各種検査は実施できません。
2 月11日診察分より市立休日急病診療所・小児科の夜間診療でマイナンバーカードが保険証として利用可能になります。
ただしマイナポータルなどで健康保険証利用申込が完了している方に限ります。
※歯科受診の方は利用できません。※その他各種医療証（こども医療証など）は必ずご持参ください。

小児救急電話相談　☎＃ 8000（携帯電話・NTT プッシュ回線）
　　　　　　　　　☎ 06-6765-3650（IP 電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか
　☎＃ 7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話・PHS）
　☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP 電話）

令和 4 年度 はびきの健康フォーラム　「健康寿命を延ばすために」
羽曳野市公式 YouTube で配信
 配信期間 2 月 13 日㈪～ 3 月 31 日㈮
 ※録音・録画・撮影はご遠慮ください。

« 問合せ » 健康増進課（保健センター）☎ 072-956-1000	

< 主催 >�羽曳野市、大阪はびきの医療セン
ター、大阪公立大学

< 後援 >�一般社団法人羽曳野市医師会、一
般社団法人羽曳野市歯科医師会、羽
曳野市薬剤師会、大阪府藤井寺保健
所、大阪府国民健康保健団体連合会

講演１「あなたの骨は大丈夫？～閉経後骨粗鬆症のお薬選び～」
　講師： 地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪はびきの医療センター
　　　　整形外科主任部長 塚本 泰徳 先生
　
講演２「フレイル予防について考える～人とのつながりに着目して～」
　講師：大阪公立大学大学院看護学研究科
　　　　実践看護科学領域 生活支援看護科学分野 地域看護学　
　　　　根来 佐由美 先生

2 月 1 日は「フレイルの日」
「フレイル」を知って、早くから予防に取り
組むことが大切です。バランスよく食べ、
楽しく運動、たくさん笑って、みんな一緒
にフレイル予防！

「フレイル」って
何なん？

「フレイル」とは年齢とともに体や心のはたらき、
社会的なつながりが弱くなった状態をいいます。最近
ではコロナ禍のテレワークなどでおうち時間が増えた
ことも影響していると考えられますが、フレイルは、高齢者だけ
ではなく働く世代にも見られます。

■■問問  問問大阪府健康医療部健康推進室健康づくり課
☎ 06-6941-0351

健康保険証利用申込の
マイナンバー総合フリーダイヤル
☎ 0120-95-0178　音声ガイダンスに従って

「4 →2」の順にお進みください。
平日 9:30 ～20:00　㈯㈰㈷ 9:30 ～17:30
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≪バイクや軽自動車などの異動申告≫
　軽自動車税は、4 月 1 日現在登録されている所有者（使用者）
に課税されます。バイクや軽自動車などを廃車・名義変更す
る場合や、所有者（使用者）が車両を持って転出する場合は、
右表の区分により手続きをしてください。（4 月 2 日以降に
廃車や名義変更により譲渡した方は、令和 5 年度の軽自動車
税がかかりますのでご注意ください。）
※�市役所の手続きで必要書類がご不明な場合は、市ウェブサイトを

ご確認いただくか、税務課までお問い合わせください。
※�盗難にあった場合は、ただちに警察署へ盗難届を出していただき、

発行される受理票を持参のうえ税務課まで届け出てください。
※ �3 月下旬は窓口が大変混雑することが予想されますので、余裕

をもってお手続きください。

≪市・府民税の申告≫　�令和5年度の申告受付を行います。感染症拡大防止のため、
申告書の提出は郵送でのご協力をお願いします。

　［受　付］2 月 16 日㈭～ 3 月 15 日㈬　※㈯㈰㈷を除く
　　　　　 9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00
　［会　場］市役所本館 1 階ロビー
　［郵送先］〒 583-8585　誉田 4-1-1　税務課市民税担当 宛
　　①申告に必要な書類等を必ずご持参ください。
　　　（例）給与・年金の源泉徴収票、生命保険等の控除証明書
　　②医療費の申告をされる方は合計額計算および明細書をご準備ください。
　　※�市・府民税に関連した各種証明書発行や、国民健康保険証・後期高齢者医療被保険

者証などの交付、介護保険料・保育園および幼稚園の保育料の算定などに申告が必
要です。また、申告書が届いた方で前年中に無職、無収入の方も申告にご協力くだ
さい。

　　※�上場株式等に係る配当所得等および譲渡所得等の課税方式選択が所得税の確定申告
のみで申告手続きが完結するよう簡素化されました。詳細は、市ウェブサイトをご
確認ください。

　　※�ご自身で作成された所得税の確定申告書は、市・府民税の申告期間中、市役所本館
1 階ロビーの受付会場でお預かりし、富田林税務署へお届けします。

◦申告が必要な方
　�本市在住（令和 5 年 1 月 1 日現在）で、前年中に所得があり、所得税の確定申告書提

出義務のない方や勤務先から給与支払報告書が提出されていない方。
　（例）・2 カ所以上から給与の支払いを受けていた方。
　　　・公的年金受給者で年金以外に収入がある方。
　　　・公的年金受給者で各種控除を受けようとする方。
　※�ワンストップ特例制度を適用されている場合であっても、医療費等があり申告を行う

場合は、ふるさと納税寄附分（ワンストップを含む）も併せて申告する必要があります。

◦市・府民税申告書
　前年中に市・府民税申告を行った方
を対象に、令和５年度市・府民税申告
書を送付いたします。
申告書は下記の方法でも取得できます。
●税務課窓口、支所または申告会場へ
来庁 ●市ウェブサイトより申告書をプ
リントアウト ●郵送（税務課市民税担
当へお問合せください。）
また市ウェブサイトより市・府民税申
告書が作成できます。
詳細は「羽曳野市 税額シミュレーショ
ン」と検索してご覧ください。

申告会場では、新型コロナウイルス
感染症等による感染拡大防止の観点
から感染症対策（検温の実施、消毒液・
パーテーションの設置等）を実施い
たします。
申告会場へお越しの際は、手洗い、
マスク着用等にご協力ください。
なお、申告会場でのコロナ禍におけ
る「3 密」を回避するため、ご自身
で作成していただき郵送による申告
にご協力くださいますようお願いい
たします。

市府民税、軽自動車税の申告など

申告区分 受付場所 必要な書類・問合せ先

原動機付
自転車
など

市役所税務課
（本館1階8番窓口）

申告済証・ナンバープレート・譲渡証
明書（名義変更の場合）・届出者の本
人確認書類・委任状（同一世帯員以外
が申請する場合。同一世帯でも転出し
ている場合は委任状が必要。）

軽二輪
小型二輪

など

近畿運輸局 大阪運輸支局　和泉自動車検査登録事務所
（和泉市上代町官有地）にお問い合わせください。

☎ 050-5540-2060

軽自動車
軽自動車検査協会　大阪主管事務所和泉支所

（和泉市伏屋町 1-13-3）にお問い合わせください。
☎ 050-3816-1842

※�一部の三輪・四輪の軽自動車については、令和 5 年度から税額が変わる場合が
あります（重課等）。詳細は、市ウェブサイトをご確認ください。

[ 開設期間 ] 2 月 16 日㈭～ 3 月 15 日㈬ ※㈯㈰㈷等を除く（2 月19 日㈰・26 日㈰は開設）
[ 受付時間 ] 9:00 ～ 16:00  ご注意ください！
　入場には「入場整理券」が必要ですので、国税庁ウェブサイトで詳細をご確認ください。
確定申告は『e-Tax』をご利用ください
　�スマートフォンを利用した e-Tax は、「カメラで源泉徴収票を読み取り自動入力」するなど便利な機能が設けられていますが、令和

5 年 1 月から、「青色申告決算書・収支内訳書がスマートフォンで作成可能に」なるなど一層簡単で便利になります。e-Tax を利用
した確定申告には、「マイナンバーカード」または「ID・パスワード」が必要です。「ID・パスワード」は、どこの税務署でも発行
できますので、希望される方は、本人確認書類（運転免許証など）をお持ちの上、お近くの税務署にお越しください。

国税のスマートフォンアプリ納付が利用可能となりました
　6 つの Pay 払いから納付手続きが行えます。国税庁ウェブサイトで詳細をご確認ください。

■ ■ 問問問問 富田林税務署　☎ 0721-24-3281

所得税の確定申告会場は「すばるホール 3 階（富田林市）」

■ ■ 問問問問 税務課　課税総務担当

■ ■ 問問問問 税務課　市民税担当
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市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容等をお伝えください。

国保にご加入の 40 歳以上の皆様へ
特定健康診査は受診されましたか？

「生活習慣病を予防・早期発見」す
るために、年度に１回、特定健診を
受診しましょう。また、一部の方に
1 月下旬に特定健診受診勧奨はがき
を送付し、2 月上旬、委託事業所（株
式会社セゾンパーソナルプラス☎
0120-356-725）から勧奨電話をし
ます。通院中の方も、全身の健康管
理のために特定健診を受診してくだ
さい。受診の際には、「特定健康診
査受診券」と「国民健康保険被保険
者証」が必要となります。紛失され
た場合は、保険年金課までご連絡く
ださい。
■■問問  問問保険年金課 総務保健事業担当

高額医療・高額介護合算制度

高額医療・高額介護合算制度は、世帯で 1 年間（令和 3 年 8 月 1 日～令和 4
年 7 月 31 日）に支払った医療保険と介護保険の自己負担金の合計額が、自己
負担限度額（下表）を超えた場合に、申請に基づき、その超えた額が支給され
るものです。大阪府後期高齢者医療広域連合から、支給の対象となる被保険者
の方に、お知らせと支給申請書が送付されますので、同封の返信用封筒で、必
要事項をご記入の上、大阪府後期高齢者医療広域連合あてに返送してください。
申請方法、支給対象者などのご不明な点につきましては、お問い合わせください。

課税
状況 所得区分

後期高齢者
医療制度に

おける負担割合

自己負担限度額［年額］
（医療保険＋介護保険）

課税
世帯

現役並み
所得者

課税所得 690万円以上
3 割

212 万円
課税所得 380万円以上 141万円
課税所得145万円以上 67万円

一般
1割

56 万円
非課税
世帯

低所得Ⅱ 31万円
低所得Ⅰ 19万円（※）

（※）�低所得Ⅰで介護サービス利用者が複数いる世帯の場合、介護支給分については、
低所得Ⅱの自己負担限度額 31 万円が適用されます。

■■問問  問問大阪府後期高齢者医療広域連合給付課　☎ 06-4790-2031

マイナンバーカードと健康保険証の
一体化に関する Q&Aついて

マイナンバーカードと健康
保険証の一体化に対して寄
せられた多くのご意見・ご
質問に対する回答をデジタル庁ウェ
ブサイトに掲載しています。
■■問問  問問マイナンバー総合フリーダイヤル
☎ 0120-95-0178

教えて消費生活 Q&A
～引っ越しのトラブル～

Q. 引っ越しにあたり業者にベッドを
解体してもらい、転居先で組立てて
もらった。その夜、就寝中にベッドの
マットレスの下の底板が割れた。弁償
してもらえるだろうか。
A. 例年 3、4月は引っ越しシーズンで、
トラブルが多い時期です。上記事例
では、すぐに連絡したことにより業者
が底板の取付ミスを認め、マットレス
以外が新品に交換される形で解決に
至りました。現在、多くの引っ越し業
者が国が定めた標準引越運送約款（国
土交通省が定めたルール）を使用し
ています。その中で「3カ月以内の申
し出であれば業者に賠償責任を求め
ることができる。」と定められていま
す。※ただし、業者が責任を負わな
くてもよい免責事由もあります。
引っ越しに伴う荷物の破損や紛失、
床や壁の汚損などのトラブルが生じた
ら、まずは業者にすぐ連絡しましょう。
業者を選ぶときは運輸局の許可を得
ている複数の業者から相見積もりを
取り、内容をしっかり検討・確認して
から契約しましょう。
【消費生活相談】㈪～㈮
10:00 ～12:00/13:00 ～15:30
まずは電話で問い合わせください。
■ ■ 問問問問 消費生活センター（市役所本館２階）
☎ 072-947-3715（直通）

大阪府「労働相談センター」

「賃金を払ってくれない」、「職場での
ハラスメントに悩んでいる」「テレワ
ークに関する相談」など、働く方、
雇用する方から労働相談をお受けし
ています。【電話・面談・オンライン】
■■とと■ ■ きききき ㈪～㈮ 9:00 ～18:00
　　 ※12:15 ～13:00 除く
■■場場■■所所  所エル・おおさか南館 3 階
※�豊能府民センター・泉北府民セン

ター・南河内府民センターで出張
相談も実施。（前日までに要予約）

■■申申■■込込・■■問問  問問☎ 06-6946-2600

全国瞬時警報システム全国一斉
情報伝達試験の実施（第 4 回）

■■とと■ ■ きききき 2 月 15 日㈬ 11:00 頃
市内 55 カ所に設置してある防災行
政無線から、一斉に、次のように放
送されます。
①上りチャイム音
②�これは、J アラートのテストで

す。× 3
③こちらは、はびきのしです。
④下りチャイム音
■■問問  問問災害対策課

住宅用防災警報器（住警器）の
取付支援制度

消防職員が「住警器」の取付けにお
伺いします。
■■対対 ■■象象  所世帯全員が下記に該当しており
取付けが困難な世帯
① 65 歳以上
②�身体障害者手帳をお持ちの方
■■申申■■込込  申込用紙に必要事項を記入いた
だき、お近くの消防本部または消防
署に提出。※申込用紙は、消防本部、
消防署またはウェブサイトから入手で
きます。
■■問問  問問柏羽藤消防組合消防本部
予防課　☎ 072-958-9928
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おむつ代（高齢者）の医療費控除

おむつ代の医療費控除を受ける方
は、かかりつけ医師の証明書が必要
ですが、次の要件をすべて満たす方
は、高年介護課で証明書を無料発行
できる場合があります。
■■要要■■件件  きき◦要介護認定を受けており、お
むつ代の医療費控除を受けるのが２
年目以降の方
◦主治医意見書の記載内容におい
て、寝たきり状態かつ治療上おむつ
の使用が必要であると認められる方
■■問問  問問高年介護課 認定担当
☎ 072-947-3821（直通）

高齢者に所得税・地方税法上の
障害者控除対象者認定書を交付

65 歳以上で要介護認定を受け身体
や精神に障害のある方が、所定の基
準を満たされた場合に、所得税や市・
府民税の障害者控除を受ける際に必
要となる障害者控除対象者認定書

（無料）を交付します。
■■問問  問問高年介護課 認定担当
☎ 072-947-3821（直通）

「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」
をお届けした方へ

回答のご協力ありがとうございまし
た。回答がまだの方は 2 月 10 日㈮
が期限です。協力をお願いします。
■■問問  問問高年介護課 総務担当
☎ 072-947-3827（直通）

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金
申請受付は 2 月 28 日㈫まで（郵送の場合は当日必着）

【支給額】児童1人につき一律 5万円
【申請について】申請書に振込先口座などを記入して、必要書類とともに子育て給
付課へご提出ください（申請書は市ウェブサイトからダウンロードするか、窓口で
お渡しします）。
ひとり親世帯分　②③に該当される方は、申請が必要です。
① 令和 4 年 4 月分の児童扶養手当受給者（令和 4 年 6 月 29 日に支給済）
② �公的年金等を受給しており、令和 4 年 4 月分の児童扶養手当の支給が全額停止さ

れる方
③ �新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養

手当を受給している方と同じ水準となっているひとり親の方

ひとり親世帯以外の子育て世帯分　②に該当される方は申請が必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　※ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く
① �令和 4 年 4月分の児童手当又は特別児童扶養手当の支給を受けている者であって、

令和 4 年度分の住民税均等割が非課税である者（令和 4 年 7月 26 日に支給済）
② �①のほか、対象児童（18 歳年度末までの子［障害児については 20 歳未満］の養

育者であって、以下 ab のいずれかに該当する者
※令和４年４月以降令和５年２月末までに生まれる新生児も対象となります
a 令和４年度分の住民税均等割が非課税である者
b �新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度分の住民税

均等割が非課税である者と同様の事情にあると認められる者（家計急変者）
※令和４年度の住民税の申告をされていない方（未申告の方）については、手続きが
必要ですので、令和 5 年 2 月 28 日㈫までに子育て給付課までお問い合わせください。
※詳細については、市ウェブサイトにてご確認ください。
■■問問  問問子育て給付課　☎ 072-947-3836（直通）　FAX 072-956-0730

2 月は「児童手当」の支給月です

2 月10 日㈮に、受給資格者の指定
口座に児童手当（令和 4 年10 月～
令和 5 年1月分）を振り込みます。
所得制限額未満
①０歳～３歳未満（誕生日月まで）
　15,000 円
②３歳～小学校修了前（第１子・第２子）
　10,000 円
③３歳～小学校修了前（第３子以降）
　15,000 円
④中学生（一律）　10,000 円
所得制限額以上
上記①～④の児童１人あたり5,000 円
所得上限額以上
資格消滅となり、支給なし
※出生順位の数え方は、18 歳に達し
た日以降の最初の 3 月 31日までの
お子さんのうち最年長の子から「第1
子」として数えます。
□□問問  問問子育て給付課
☎ 072-947-3836（直通）
FAX 072-956-0730

就学通知書を送付しました

４月から小学校・中学校・義務教育
学校に入学予定の児童生徒がいるご
家庭に、就学通知書を 1 月下旬に発
送しました。通知書が届かないとき、
住所異動したとき、国立・私立学校
などに入学されるときは、学校教育
課まで必ずご連絡ください。
■■問問  問問学校教育課
☎ 072-947-3907（直通）

MOMO プラザ 臨時休館のお知らせ

■■とと■ ■ きききき 2 月27日㈪・28 日㈫
電気設備工事のため、臨時休館します。
■■問問  問問市民協働ふれあい課

選挙管理委員の選任について

令和4年12月15日の任期満了に伴い、
令和 4 年羽曳野市議会第 4 回定例会
において、選挙管理委員会の委員およ
び補充員が選任されました。また、12
月16 日開催の選挙管理委員会におい
て、委員長および委員長職務代理者
が決定されました。任期は令和 8 年
12 月15 日までの 4 年間です。
委員長 泉 英子
委員長職務代理者 八尾 淸隆

委員
今西 啓人
塚本 一成

補充員

渋谷 富美子
鈴木 貴洋
畑田 和代
葉山 和美

■■問問  問問選挙管理委員会事務局
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－ 募 集 － 市営向野東住宅 2 号棟 入居者募集

【所在地】伊賀 6 丁目 6　【入居時期】令和 5 年 4 月下旬（予定）
【募集戸数】◦ 1DK（13 戸）単身者の方向け　◦ 2DK（8 戸） 1 ～ 3 人世帯向け
◦ 3DK（2 戸） 2 ～ 4 人以上世帯向け　◦ 3LDK（2 戸）4 人以上世帯向け
◦ 4DK（5 戸） 4 人以上世帯向け　◦車椅子常用者世帯向け 1DK、2DK（3 戸）
■■対対■ ■ 象象象象 ①�現在、住宅に困っており、収入基準に合う方で、家賃を支払うことがで

きる方（入居予定者全員の収入が対象）
②�申込時点において、申込者本人が羽曳野市内に住んでいるか、勤務している

方（勤務することが確実な場合を含む）
③�車椅子常用者世帯向けは、身体障害者手帳または戦傷病者手帳の交付を受け

ており、かつ下肢または体幹の機能障害の程度が高い車椅子常用者のいる世
帯（単身世帯可）　　※詳細は申込書を参照ください。

■■申申■■込込   問問建築住宅課 住宅政策推進室（市役所本館 2 階）へ申込書を提出。
申込書の配布期間：2 月 1 日㈬～ 15 日㈬ 9:00 ～ 17:30
申込書の配付場所：�建築住宅課・支所・人権文化センター・陵南の森総合センター・

丹治はやプラザ・ＭＯＭＯプラザ・石川プラザ
受付期間：2 月 1 日㈬～ 15 日㈬ 9:00 ～ 17:30 ※㈯㈰除く

【抽選会および説明会】3 月 12 日㈰ 10:00（予定）市役所別館 2 階 研修室
□ □ 問問問問 建築住宅課 住宅政策推進室

一般幹部候補生
将来の自衛隊を担う幹部自衛官を
養成するコースです
�■■対対 ■■象象  所 大卒程度試験：日本国籍を有
する 22 歳以上 26 歳未満の者。修
士課程修了者等にあっては、28 歳
未満の者
院卒者試験：日本国籍を有する者
で、修士課程修了者等で、20 歳以
上 28 歳未満の者
■■申申 ■■込込   込込① 3 月 1 日㈬～ 4 月 14 日㈮

（音楽要員を除く）
② 3 月 1 日㈬～ 6 月 15 日㈭
　（飛行要員を除く）
■■試試 ■■験験 ■■日日   込込① 4 月 22 日㈯ 筆記試験               
4 月 23 日㈰ 筆記式操縦適性検査

（飛行要員希望者のみ）
② 6 月 24 日㈯ 筆記試験
一般曹候補生
各部隊の中核となる陸・海・空曹
自衛官を養成する制度です
■■対対 ■■象象  所日本国籍を有する 18 歳以上
33 歳未満の者
■■申申 ■■込込   込込3 月 1 日㈬～ 5 月 9 日㈫
■■試試 ■■験験 ■■日日   込込5 月 19 日㈮～ 28 日㈰の
うちいずれか 1 日 筆記試験
■■問問  自衛隊大阪地方協力本部
　 富田林地域事務所 
☎ 0721-24-3799
℻ 0721-24-3999

自衛官募集

本市では、新年度から会計年度任用
職員として一緒に働いていただける
方を募集しています。選考および任
用（採用）は各所属にて行いますの
で、市ウェブサイトの募集ページよ
り詳細をご確認の上、お問い合わせ
ください。

【会計年度任用職員とは】
地方公務員法の規定に基づき、一会
計年度（4 月 1 日～ 3 月 31 日）を
超えない範囲で任用される非常勤職
員のことです。
■■問問  人事課 ☎ 072-947-3809（直通）

令和５年度
会計年度任用職員新規募集

■■対対■ ■ 象象象象 市内在住・在勤・在学の方、市内の事業者・法人・その他の団体
■■閲閲■■覧覧   象象市役所情報公開コーナー・支所・各市立図書館・市ウェブサイト

【提出方法】氏名・住所・年齢・電話番号を明記の上、①持参 ②郵送 ③ FAX ④
メールのいずれかで提出ください。（様式不問）
第 2 期 羽曳野市まち・ひと・しごと創生総合戦略
～デジタル田園都市国家構想の実現に向けて～（素案）
■■とと■ ■ きききき 2 月 16 日㈭まで
■■問問 政策推進課　℻ 072-958-0212　メール kikaku@city.habikino.lg.jp
羽曳野市本庁舎建替整備基本構想（案）
■■とと■ ■ きききき 2 月 1 日㈬～ 28 日㈫
■■問問 管財用地課 庁舎整備推進室
℻ 072-958-0212　メール �kanzai-youchi@city.habikino.lg.jp
※お寄せいただいたご意見については取りまとめの上、本市の考え方とともに市ウェ
ブサイトなどで公表します。氏名などの個人情報については一切公表することはあり
ません。また、ご意見に対する個別回答はいたしませんのでご了承ください。

意見募集（パブリックコメント）
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はびきのおもちゃ病院

■■とと■ ■ きききき 2 月 12 日㈰ 9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所 所市役所 A 棟西
□□問問  問問羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）
おもちゃを修理していただける人を募集しています。

月例見学会「富田林市の後期古墳達の
姿と幕末激動期の天誅組の足跡を巡る」

■■とと■ ■ きききき 2 月18 日㈯10:00 集合
　　 （小雨決行）
■■場場■■所所  所近鉄長野線汐ノ宮駅改札前
■■￥￥  ￥￥200 円（資料代など）
■■申申■ ■ 込込込込 事前申込不要・昼食持参
コース：汐ノ宮駅 ~ 田中 4 号墳 ~ 西野々2
号墳 ~ 西野々1号墳 ~ 堂ノ山古墳 ~ 錦織
神社（天誅組記念碑）~ 水郡邸 ~ 養楽寺
~ 寺内町 ~ 仲村邸 ~ 興正寺別院 ~ 寺内町
案内所（15:00 解散予定・約 9km）
□□問問  問問 NPO 法人フィールドミュージアム
トーク史遊会（至田）
携帯 090-3825-6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

－ 催 し －

第 29 回 羽曳野市なかよし作品展

市内学校の支援学級に在籍する児童・
生徒の作品を展示します。
■■とと■ ■ きききき 2 月7日㈫～10 日㈮ 9:00 ～17:45

（7日は14:00から、10日は17:00まで）
■■場場■■所所  所市役所1階 コミュニティスクエア
■ ■ 問問問問 学校教育課 ☎ 072-947-3908（直通）

\キッチンカー出店中/
«出店場所»
・市役所本館南側広場
・峰塚公園
スケジュールは
公式 Instagramでチェック！
«問合せ»産業振興課

オナカマ食べようプロジェクト・
フードパントリー

食品・日用品の無料配布など。
子どもの遊び場もあります。
■■とと■ ■ きききき ３月５日㈰ 10:00 ～ 12:00
■■場場■■所所 所コープ診療所・エコプラザはにふ
□□問問  問問はみんぐ南河内 ☎ 072-976-5255
寄附をしていただける方は、お問い合わせ下さい。

オンラインタウンミーティング
LIVE 配信します

オンラインタウンミーティングの様子
を LIVE 配信します。詳細は市ウェブ
サイトでご覧ください。

【テーマ】健康・福祉の充実と向上
市民協働・地域自治
■■とと■ ■ きききき 2 月 8 日㈬ 19:00 ～ 20:00
■ ■ 問問問問 市民協働ふれあい課  

緑を愛し、守り、育て
る心を養うことを目的
に活動をする子ども達
の団体です。全国では、
3,225 団体、約 33 万
人が活動しています。みなさんも一
緒に活動してみませんか。

【活動内容】みどりにふれあう活動、
キャンプ、駅前花いっぱい活動、ふ
れあい学習活動など
■■対対 ■ ■ 象象象象 市内在住の小学校 3 年生から
中学校 3 年生までの男女（令和 5 年
４月２日現在）
■■申申■■込込   問問3 月 10 日㈮まで
□ □ 問問問問 道路公園課 みどり推進室
☎ 072-947-3708（直通）

羽曳野市 緑の少年団 団員募集

子育て広場にお子さまと一緒に
遊びに来ませんか！

絵本の読み聞かせ、おままごと、季
節の工作（雛祭りのカレンダー）や、
園庭遊び等をしながら楽しい時間を
過ごしましょう。保育士、臨床心理
士、社会福祉士に子育てに関するさ
まざまな相談もできます。
■■とと■ ■ きききき 2 月 21 日㈫ 10:00 ～ 11:30
■■場場■■所所 所羽曳野荘 多目的ホール
□□問問  問問児童養護施設 羽曳野荘
〒 583-0868 学園前 1-1-3
☎ 072-956-2102
FAX 072-956-2620
メール habikino@maia.eonet.ne.jp

第12 回飛鳥川大クリーン作戦

清掃しやすい服装でご参加くださ
い。ごみ袋・軍手は用意します。
■■とと■ ■ きききき ３月 5 日㈰ 8:00 から
※雨天中止 ※コロナウイルス感染症拡大
の状況により、中止とする場合もあります。
■■場場■■所所 �所所上ノ太子駅前飛鳥川・駒ヶ谷山

田橋（月読橋上流）の 2 カ所
□□問問  問問飛鳥川じゃこ取りネットワーク事
務局（吉村）☎ 072-956-0722

JFA ファミリーフットサルフェスティバル

フットサルの F リーグが羽曳野に初
上陸！この機会にプロ選手の試合を
観ませんか！（観戦無料）
■■とと■ ■ きききき 2 月 26 日㈰
【第 1 部】12:00 から（申込不要）
シュライカー大阪 VS ボルクバレット北九州

【第 2 部】14:30 から（申込必要）
フットサル教室 講師：シュライカー大阪
対象：小学生　定員：先着 50 人程度
持物：運動着、体育館シューズ
■■場場■■所所 所はびきのコロセアム
■■申申■ ■ 込込込込 はびきのコロセアム窓口で申込

（2 月 1 日 10:00 ～）
□□問問  問問大阪府サッカー協会
☎ 06-6441-5881（10:00 ～ 18:00）

－ 講 座 －  

令和５年度
大阪府手話通訳者養成講座

手話を必要とする聴覚障がい者のコ
ミュニケーション手段を確保するた
め、手話通訳活動を行う「手話通訳者」
の養成講座を実施します。
■■とと■■きき   きき5月頃から令和 6 年 3 月頃まで
の間、概ね 35 回程度
■■場場■■所所  所募集案内をご確認ください。
■■定定■■員員   込込10 人程度（受講判定試験があります）
■ ■ ￥￥￥￥ テキスト代実費負担
■■申申■ ■ 込込込込 申込書を郵送（3 月24 日必着）
〒 537-0025 大阪市東成区 中道
1-3-59 大阪府立福祉情報コミュニケ
ーションセンター内 公益社団法人大
阪聴力障害者協会 大阪府手話通訳
者養成講座担当
※大阪府ウェブサイトからも申込可。
■ ■ 問問問問 公益社団法人 大阪聴力障害者協会
☎ 06-6748-0380

（平日 9:00 ～21:00、㈯ 9:00 ～17:30）

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容等をお伝えください。

教室生募集

申込みは窓口まで。詳細はウェブサ
イトでご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
市民会館
☎ 072-958-2311
◦歌声くらぶ（第 2 火）
◦太極拳 ㈯　◦ピラティス ㈫
◦歌声コンサート 2/19 ㈰
◦フラワーアレンジメント 2/24 ㈮
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355
◦女性のための瞑想・癒しヨガ ㈫
◦リフレッシュヨガ ㈬
◦太極拳 ㈬　◦民踊 ㈮
◦はじめてのフラダンス ㈮
◦癒しのストレッチポールとヨガ ㈮
◦おうちパン 2/9 ㈭
◦歌声くらぶ 2/28 ㈫
石川プラザ
☎ 072-950-2002
◦健康・美人大学 ㈪
◦楽しい『ZUMBA』ダンス㈫
◦フラダンス ㈫　◦ママヨガ ㈫
◦やさしいヨガ ㈭
◦ゆぅ～遊太極拳 ㈮
◦背骨コンディショニング ㈮
◦土曜ベーシックヨガ ㈯
◦健美操と骨盤体操 （4 月開講）
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553
◦ベビーダンス ㈭
◦キッズ☆ベビーダンス ㈭
◦リフレッシュヨガ ㈪・㈬
◦イブニング・ナイトヨガ ㈭
◦ストレッチヨガ ㈯
◦背すじ美人 ㈫　◦書を楽しむ ㈮
◦簡単！おうちパン ㈯
◦まるごと韓国語文化教室 ㈮
◦きのくり健康教室 ㈭
◦バレンタインクッキー 2/11 ㈯
◦フェイスケア＆メイク 2/20 ㈪
◦己書体験教室 3/12 ㈰

パソコン「ワードさくさく活用講座」

■■とと■■きき   きき3 月 2 日㈭「名刺の作成」
3 月 9 日㈭「名刺のバリエーション」
3 月 16 日㈭「ポスターの作成」
計 3 日間 、各日 13:30 ～ 16:00
■■場場■■所所  所市民会館 2 階 会議室（変更あり）
■■対対■ ■ 象象象象 20 歳以上で初心者の方
■■定定■■員員   員員12 人（多数の場合抽選）
■ ■ ￥￥￥￥ 1,300 円（3 回分 / テキスト代込）
■■申申■ ■ 込込込込 ①当会ウェブサイト→
または②はがきに［郵便番
号・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号］を記入し下記へ送付。2
月 10 日㈮必着。
〒 583-8585 羽曳野市社会福祉協
議会気付、羽曳野 IT サポート会宛。 
■■問問   問問羽曳野 IT サポート会

（本田）携帯 090-5169-9031

古市古墳群コフニスト養成講座Ⅱ
第11回「高屋城と城下町」（最終回）

高屋城址（安閑天皇陵含む）、古市町
並みなどを巡る現地での講座です。
■■とと■■きき   きき3 月 4 日㈯（受付12:30 ～）
13:00 古市駅前広場集合
16:00 市民会館解散
■■講講■■師師   象象兵庫県立兵庫津ミュージアム
　　 館長 笠井敏光
■ ■ ￥￥￥￥ 500 円（資料代など）
■■定定■■員員   込込先着 30 人
■■申申■ ■ 込込込込 メール（2月4日㈯～25日㈯）［（1
人1通）住所・氏名・電話番号を記入］
fieldmuseumtalk.shiyukai@gmail.com
■ ■ 問問問問 NPO 法人フィールドミュージアム
トーク史遊会（至田）
携帯 090-3825-6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

ボランティア・市民活動わくわく講座
3 月バルーンアート養成講座

■■とと■■きき   きき両日とも10:00 ～12:00
3 月7日㈫ 市役所別館 2 階 研修室
3 月15 日㈬ エコプラザはにふ
■ ■ ￥￥￥￥ 無料　■■持持■■物物   問問はさみ、油性マジック

（黒の太字）、筆記用具　■■定定■■員員   員員8 人
■■対対■ ■ 象象象象 市内でボランティア活動ができる方
■■申申■ ■ 込込込込 事前に電話または窓口にて申込
■ ■ 問問問問 羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315

おとなの講座

自力整体教室 第 1・3 ㈫ 14:30 ～ 16:00
手編み教室 第 3 ㈪ 14:00 ～ 16:00
書道教室 毎週㈫ 14:30 ～ 16:00
■■申申 ■■込込・■ ■ 問問問問 NPO 法人南河内こどもス
テーション　☎・FAX 072-957-1114

男女共生セミナー「癒しのセルフケア」

コロナ禍であっても自分らしくいるた
めに、自分のカラダと心をケアしまし
ょう。椅子に座ったままでするストレ
ッチ、お顔と頭皮をほぐしてカラダと
心をリラックスしましょう。
■■とと■■きき   きき3 月5 日㈰13:30 ～15:30
■■場場■■所所  所陵南の森公民館 視聴覚室
■■講講■■師師  � �象象象象国安 澄江氏（ウィメンズセンタ

ー大阪スタッフ）
■■対対■■象象  市内在住、在勤、在学の方
※一時保育あり（2 歳から就学前の幼
児、無料、先着 5人※要予約）
■■定定■■員員   込込先着10 人　■ ■ ￥￥￥￥ 500 円
■■申申■ ■ 込込込込 2 月17日㈮までに電話・FAX・
メールのいずれかで申込。「男女共生
セミナー申込」と記載の上、①氏名 
②住所 ③電話番号 ④年齢 ⑤一時保
育の要・不要（要の場合は子どもの
氏名・年齢）を明記し、送付ください。
■ ■ 問問問問 人権推進課
☎ 072-947-3606（直通）
FAX 072-958-8061
メール jinkensuishin@city.habikino.lg.jp

■■とと■ ■ きききき 9:30 ～12:30/13:30 ～16:30
◦�東教室：市役所 A 棟 会議室
　5 日㈰・18 日㈯・19 日㈰
◦�西教室：あいあいハウス（支所北隣）
　18 日㈯・19 日㈰
■■対対■■象象  市内在住・在学の中学生
■■￥￥  ￥￥無料　■■申申■■込込  随時受付中
※詳細は市ウェブサイトで
ご確認ください。
大学生サポートスタッフも募集中！

■■問問  問問政策推進課 特命事業推進室

はびきの中学生 study-O（2 月）

認知症知っとこ～座

認知症について一緒に考えましょう。
今回は認知症看護認定看護師 東野 
考智氏をお迎えし、認知症予防につ
いてお話していただきます。
■■とと■■きき   きき2 月19 日㈰13:30 ～15:00
■■場場■■所所  所デイサービスぶどうの家
　　 （駒ヶ谷 404）
■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 デイサービスぶどうの家
☎ 072-950-0157
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

白鳥児童館だより（2 月）　翠鳥園 2-9-101　☎・FAX 072-957-4900　※駐車場はありません。

【利用時間】㈪～㈯10:00 ～12:00/13:00 ～17:00　※㈷除く　※入館人数と利用時間を制限する場合があります。
■■対対■■象象 � �小学生・保護者同伴の乳幼児（申込が必要な事業については羽曳野市民に限ります。）
将棋であそぼう みんなで遊ぼう水曜日「外で遊ぼう（鬼ごっこなど）」
■■とと■■きき  きき8 日㈬ 15:30 ～ 16:30　■■対対■■象象 � �小学生 ■■とと■■きき  きき22 日㈬ 15:00 ～ 16:00
絵本のへや（絵本・紙芝居など） ハンドメイド教室「おやつ作り じゃがいももち」
■■とと■■きき  きき9 日㈭・27 日㈪ 10:30 ～ 11:00 ■■とと■■きき  きき25 日㈯ ① 10:00 ～ 12:00　② 14:00 ～ 16:00

■■対対■■象象  1 ～ 6 年生　■■定定■■員員 員各先着 10 人　■■￥￥  ￥￥100 円（当日持参）
■■持持■■物物  込込エプロン・三角巾・水筒　■■申申■ ■ 込込込込 電話のみ (2 月 4 日㈯ 9:00 から）

わくわく子育て広場「かんたん手作りおもちゃ」
■■とと■■きき  きき20 日㈪ 10:30 ～ 11:30

青少年児童センターだより（2 月）　向野 3-1-33　☎ 072-952-0032　FAX 072-937-8580

【一般開放】㈪～㈮13:00 ～17:00、㈯ 9:00 ～17:00（事業のある日と祝日を除く）
こども広場「将棋教室」　興味を持った人は、気軽にご参加ください。
■■とと■■きき  きき4 日・18 日・25 日㈯ 15:00 ～ 16:30（変更の場合あり）　■■対対■■象象 � �小学 1 ～ 6 年生
おもしろ教室「つくってみようひなまつり」　簡単でかわいい自分だけのひな人形を作りましょう。
■■とと■■きき  きき25 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象  幼児と小学生（小学 1 年生まで保護者同伴）
■■定定■■員員 員先着 15 人　■■￥￥  ￥￥100 円　■■申申■ ■ 込込込込 電話・窓口 (2 月 1 日㈬から）
子育てセミナー「親子体操」　親子で楽しく体を動かそう。　※初めての方は、電話にて事前登録が必要です。
■■とと■■きき  きき18 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■場場■ ■ 所所所所 同センター体育館　■■持持■■物物  込込体育館シューズ（親子とも）　■■対対■■象象 � �3、4 歳向けですがどなたでも

R4-63 春休み子ども企画
世界文化遺産である古市古墳群を学ぼう

■■とと■■きき   きき3 月28 日㈫14:00 ～15:30
■■場場■■所所  所陵南の森公民館 会議・視聴覚室
■■対対 ■ ■ 象象象象 小学３年生～中学３年生（市内
在住・在学・在勤問わず市外の方も可

［市内優先］）　■■定定■■員員   込込先着15人
■ ■ ￥￥￥￥ 無料　■■持持■■物物   問問マスク、筆記具
■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 2 月7日㈫14:00 から。電
話にて「住所、氏名、電話番号、学年」
をお伝えください。※㈯㈰㈷除く
陵南の森公民館　☎ 072-952-2751

R4-61 古文書入門講座
地元の古文書を読み解く

■■とと■■きき   きき3 月 8 日㈬14:00 ～15:30
■■場場■■所所  所陵南の森公民館 会議・視聴覚室
■■対対■ ■ 象象象象 市内在住・在学・在勤問わず市
外の方も可（市内優先）
■■定定■■員員   込込20 人　■ ■ ￥￥￥￥ 講座運営費 400 円
■■持持■■物物   問問マスク、筆記具
■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 2 月7日㈫10:00 から。電
話にて「住所、氏名、電話番号」を
お伝えください。※㈯㈰㈷除く
陵南の森公民館　☎ 072-952-2751

定期上級救命講習

AED の使用方法を含む心肺蘇生法、
小児の心肺蘇生法やけがの応急手当
等の講習を行います。
■■とと■■きき   きき3 月11日㈯ 9:30 ～17:30
※�応急手当 WEB 講習を受講された

方は10:30 から
■■場場■■所所  所柏原市立健康福祉センター
オアシス（柏原市大県 4-15-35）
■■対対■■象象  市内在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員   込込先着 30 人
■■申申■ ■ 込込込込 電話（2 月10 日㈮ 9:00 から）
■ ■ 問問問問 柏羽藤消防組合
消防課 消防係
☎ 072-958-9937 柏羽藤

Instagram
柏羽藤

ウェブサイト

R4-62 春休み家族わくわくクッキング
家族で参加するクッキング教室

■■とと■■きき   きき3 月28 日㈫10:00 ～13:00
■■場場■■所所  所陵南の森公民館 料理実習室
■■対対■ ■ 象象象象 市内在住・在学の小学生1人と
そのご家族1人
■■定定■■員員   込込6 組　■ ■ ￥￥￥￥ 材料費 800 円
■■持持 ■■物物   問問 マスク、エプロン、三角巾、手
拭きタオル、持ち帰り容器（持ち帰る
場合のみ）・筆記具
■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 2 月 8 日㈬10:00 から。電
話にて「住所、氏名、電話番号、学年」
をお伝えください。※㈯㈰㈷除く
陵南の森公民館　☎ 072-952-2751

はびきの市民大学
軽里1-1-1 LIC はびきの
☎ 072-950-5503
FAX 072-950-5650

■■場場■ ■ 所所所所 LIC はびきの 3 階 視聴覚室
■■申申■ ■ 込込込込 来館・電話・FAX
■■対対■■象象  どなたでも
■■￥￥  ￥￥ 来館・銀行振込 ※申込に来館され
た場合、お支払いは同時に行っていた
だきます。事務局が案内する期日内に、
受講料をお支払いください。一旦納付
された受講料は返金できません。 
公開講座 健康で自立した生活を維持
するための実践健康講
■■とと■■きき  きき2 月 8 日㈬10:30 ～12:00
■■定定■■員員 員先着 48 人　■■￥￥  ￥￥500 円
■■申申■ ■ 込込込込 講義の前日まで
公開講座 将来への資金準備について
～教育費・住宅費・老後費～
■■とと■■きき  きき① 2 月19 日㈰ ② 2 月 26 日㈰
各日とも13:00 ～14:30
■■定定■■員員 員各先着 48 人　■■￥￥  ￥￥各 500 円
■■申申■ ■ 込込込込 各講義の前日まで
公開講座 オルガンのここがわかると面
白い！
■■とと■■きき  きき① 2 月13 日㈪ ② 3 月 6 日㈪
各日とも15:00 ～16:30
■■定定■■員員 員先着 20 人
■■￥￥  ￥￥1,000 円（全 2 回分）
■■申申■ ■ 込込込込 2 月 9 日㈭まで
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市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容等をお伝えください。

テニススクール入会キャンペーン
【2 月1日㈬～28 日㈫】

◦体験レッスン無料
◦入会金無料（通常：2,200 円）
■■場場■■所所  所駒ヶ谷テニスコート
期の途中でももちろん入会 OK
初心者大歓迎！！
テニスの楽しさをご体感ください！
テニスが初めての方から経験者ま
で、レベルに合わせたクラスで受講
いただけます。詳しいクラスレベル
や受講料金、スケジュール等はウェ
ブサイトをご覧いただくか、お電話
でお問い合わせください。
皆様のご参加をスタッフ一同心より
お待ちしております！
■■問問   問問SSK テニススクール

（駒ヶ谷テニスコート）
☎ 072-957-5963

市民体育館（西浦）教室募集
☎ 072-958-2340

ミニバスケットボール体験教室
■■とと■■きき   きき2 月2日㈭～3 月23 日㈭
18:30 ～20:00
■■場場■■所所  所市民体育館　
■■対対■■象象   小学 3 ～ 6 年生の男女、市外可
■ ■ ￥￥￥￥ 無料　■■申申■■込込   問問随時受付中
※ひとり1回のみ

第23 回 大阪府障がい者スポーツ大会
参加者募集

○陸上競技 5 月 14 日㈰
　万博記念競技場
○卓球・STT 6 月 3 日㈯
　東和薬品 RACTAB ドーム
○アーチェリー ５月 21 日㈰
　浜寺公園アーチェリー場
○ボウリング ５月 27 日㈯
　牧野松園ボウル
○フライングディスク ５月 28 日㈰
　ファインプラザ大阪
○水泳 5 月 20 日㈯
　東和薬品 RACTAB ドーム
〇ボッチャ ５月 21 日㈰
　ファインプラザ大阪
■■申申■ ■ 込込込込 ２月７日㈫～３月 10 日㈮
※参加申込書（障害福祉課で配布）
に必要事項を記入し、障害福祉課ま
でお申し込みください。
■■問問   問問障害福祉課　☎ 072-947-3824
FAX 072-957-1238

たくましい心と体を作ろう！
羽曳野柔道教室 教室生募集

楽しみながら成長できる柔道教室、
見学・体験も行っていただけます。
主催：羽曳野市体育協会　柔道連盟とと

■■とと■■きき   きき4 月11日より毎週㈫・㈮　
18:30 ～20:00

（両日参加または1日参加でも可能）
■■場場■■所所  所峰塚中学校 柔道場
■■対対■■象象  市内在住の小・中学生　男女
■ ■ ￥￥￥￥ 月1,000 円（保険料：年間 800 円）
■ ■ 問問問問 体育協会柔道連盟
　☎ 072-957-2901（高木）

令和 4 年 12 月 11 日㈰石川のサイクルロードなどをコースとする、市民マラソン大会が行われ、約 500 人のランナーが集
まり健脚を競いました。※入賞者は下表のとおり・敬称略・各部門優勝者のタイムは青文字で記載・詳細は市ウエブサイトで！

はびきの市民マラソン大会開催！

一般の部男子　入賞者一覧表
部門 順位 名前

男子１部
（8,000 ｍ )
23 分25 秒

優　勝 比夫見　将吾
第２位 石田　真那斗
第３位 THONGCHAI　WINAI

男子２部
（5,000 ｍ )
17 分 00 秒

優　勝 守屋　一博
第２位 岡田　亜斗武
第３位 林　健太郎

男子３部
(5,000 ｍ )
17 分 31秒

優　勝 中辻　大輔
第２位 香月　武
第３位 立花　裕也

男子４部
(3,000 ｍ )
12 分22 秒

優　勝 薮田　茂
第２位 延廣　充康
第３位 道端　賢治

男子５部
(3,000 ｍ )
12 分15 秒

優　勝 松浦　康弘
第２位 新居延　武
第３位 松下　寿典

一般の部女子　入賞者一覧表
部門 順位 名前

女子１部 
（5,000 ｍ ) 
20 分16 秒

優　勝 重成　かおり
第２位 森　彩奈
第３位 田渕　亜紀

女子２部 
(3,000 ｍ ) 
13 分22 秒

優　勝 竹中　萌
第２位 古田　世伊子
第３位 三浦　亜有子

女子３部 
(3,000 ｍ ) 
14 分27 秒

優　勝 山下　智美
第２位 永井　亜子
第３位 新原　玲佳

女子４部 
(2,000m) 
11分19 秒

優　勝 市川　美樹
第２位 福田　桂子
第３位

女子５部 
(2,000m) 
11分 32 秒

優　勝 大久保　敏子
第２位 吉良　英子
第３位

小学生の部　入賞者一覧表
部門 順位 名前

小学生
男子の部

（2,000 ｍ）
7 分 39 秒

優勝 原田　彪冴
第２位 樋上　輝
第３位 荒木　大雅
第４位 後　真太郎
第５位 赤塚　颯真
第６位 森口　悠
第７位 上田　哲平
第８位 中邨　隼
第９位 堀　浩明

第10 位 森谷　希碧

小学生
女子の部

（2,000 ｍ）
8 分18 秒

優勝 松本　優桜
第２位 梶原　素直
第３位 下倉　日和
第４位 真銅　瞳衣
第５位 太田　琴音
第６位 西村　ひまり
第７位 一谷　菜々華
第８位 後　こころ
第９位 伊尾　こえり

第 10 位 山口　和夏

中学生の部　入賞者一覧表
部門 順位 名前

中学生
男子の部

（5,000 ｍ）
18 分10 秒

優勝 藤原　勝太郎
第２位 徳永　宇音
第３位 中尾　悠翔
第４位 阪井　幹太
第５位 西村　周
第６位 佐野　斗磨
第７位 日高　幸音
第８位 末吉　千勇
第９位 柏　結斗

第10 位 香野　龍

中学生
女子の部

（3,000 ｍ）
12 分 57 秒

優勝 東　愛結
第２位 石橋　未唯
第３位 島田　姫來璃
第４位 酒井　恵琉
第５位 松原　彩莉
第６位 種田　れい
第７位 山本　彩音
第８位 小松　月奈
第９位 大木　杏香

第 10 位 布谷　妃
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羽曳野市社会福祉協議会
総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

社会福祉法人

愛の献血にご協力を♡（400ml 限定）　若年層の献血者が激減しています。
2 月 3 日㈮ 10:00 ～16:30  LIC はびきの（羽曳野ライオンズクラブ共催）
＊献血カードをお持ちの方は、【献血方法別次回の献血可能日】をご確認ください。
＊本人確認のため、受付時に本人確認書の提示をお願いする場合があります。

善意のご寄付ありがとうございます
￥2,000
￥3,000
￥5,000

￥20,000
￥10,000

￥100,000
￥15,000
￥31,524
￥2,000

四ツ葉のクローバー 涌元 順子
服部 品子
恵我之荘聖マタイ教会
浅田 照次
浅田 悦弘
阪南清掃㈱
羽曳野チャリソフの会
ボーイスカウト羽曳野第 1 団
匿　　名

（令和4年12月 敬称略）

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
野々上 4-5-12　☎ 072-936-1500　FAX 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp　E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

「ベビっこひろば」　2 月はお休みです。
■ ■ 問問問問 ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234こちら羽曳野けいさつ署

シルバー会員募集中　あなたの豊かな知識・経験をいかしてみませんか。
■■対対 ■■象象   象象・市内在住の 60 歳以上の健康で働く意欲のある方 
　　・事業趣旨に賛同していただける方
■■入入 ■■会会   きき 入会説明会（必須）後、申込書類・年会費（※）2,000 円を期日までに提
出・支払してください。理事長の承認後、会員登録が完了します。
※令和 4 年 4 月分～令和 5 年 3月分まで（入会日から1年分ではありません。）
≪入会説明会≫ 事業説明・入会手続きの案内・入会申込書の配布など。
市役所別館 2 階 研修室 2 月7日㈫・3 月7日㈫13:30 ～
シルバーワークプラザ 3 階研修室 2 月17日㈮・3 月17日㈮13:30 ～
＊今入会された方にはお得な特典があります。

≪すぐに就業可能なお仕事≫
●ｽｰﾊﾟｰで開店前の清掃や準備。時給 1,030 円〈派遣〉
●高齢者のご自宅から施設まで車での送り迎え。　時給 1,030 円〈派遣〉
●支援学校から児童ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ施設への車での送り迎え。(藤井寺市)時給1,050円〈派遣〉
●ｽｰﾊﾟｰで水産物の盛付、ﾊﾟｯｸ詰め、作業場の清掃等。( 松原市 )　時給 1,040 円〈派遣〉

只今当センターでは女性の会員を募集しておりま
す。羽曳野市在住 60 歳以上の皆様、ぜひ入会
説明会へご参加ください。 植木剪定・除草作業員募集

植木剪定・除草の注文
を多数頂いておりますの
で、経験問わず作業して
みませんか。

会員手作り布マスク販売中！
寒くなり、風邪のはやる時期になってきま
したね。
シルバー人材センターでは、会員手作りの
洗って何度でも使え、デザイン豊富な布マ
スクを事務所で販売
しています。 
子ども用も用意して
おります !!
■■￥￥ 1 枚 300 円（税込 )

腐葉土販売中　
完全国産！
ふるい通しの良
質な腐葉土です。
1 本からでも無料で配達します。
■ ■ ￥￥￥￥ 10 リットル袋：180 円
　 20 リットル袋：300 円

シルバー人材センターへの仕事依頼　公共的、公益的な団体です。
安心して仕事をお任せください。見積無料！お気軽にご依頼ください。

【軽作業】【マンションなどの清掃】【庭・空き地の草刈り】【荷物出し】【施設管理】
【一般・経理事務】【筆耕・毛筆】【修理】【家事援助・介護サービス】

≪筆耕のできる方募集 ( 毛筆・ボールペン ) ≫
●賞状書きやはがき宛名書きなど注文を多数頂いておりますので、
　書道の経験のある方、字のきれいな方、お仕事に活かしてみませんか？

少年剣道・柔道練習生募集
［練習日時］●剣道：毎週㈪・㈬16:30 ～19:00 ●柔道：毎週㈬16:30 ～19:00
［練習場所］羽曳野警察署 4 階 剣道場・柔道場
※新型コロナウイルス感染状況によっては、活動を停止する場合があります。

［対　　象］羽曳野市・藤井寺市在住の小学校新 3・4 年生（剣道・柔道各10 名）
［受　　付］2 月14 日㈫ 9:30 ～（場所：羽曳野警察署）
　　　　　 ※先着順、当日整理券を配布する場合があります。

［問 合 せ］羽曳野少年柔道剣道推進会事務局（羽曳野警察署生活安全課少年係）
　　　　　 ☎ 072-952-1234（内線 271）
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広 
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

7 日・14 日・21 日・28 日㈫
3 月 7 日㈫ 13:00 〜 17:00

市役所 1 階 市民相談室
要予約 ☎ 072-957-4000 　定員 7 人（1 日）、相談時間 30 分
●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は 1 人 1 回（年度内）
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

2 日㈭・16 日㈭
3 月 2 日㈭ 13:00 〜 17:00

陵南の森総合センター

行政相談 8 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所 1 階 市民相談室
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。予約不要。
☎ 072-958-1111 内線 1070

人権相談 17 日㈮ 14:00 〜 16:00 市役所別館 2 階 研修室
人権について困ったことがあればご相談ください。予約不要。
直接お越しください。☎ 072-958-1111 内線 1054

女性相談
1 日㈬・10 日㈮・22 日㈬
3 月 1 日㈬ 13:30 〜 16:30

市役所 4 階 人権推進課（電話・面接）人間関係、暴力（DV・虐待等）、からだのことなど、女性が抱える
悩みを専門の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111 内線 105522 日㈬ 13:30 〜 16:30 陵南の森総合センター（面接）

消費生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］
10:00 〜 12:00　13:00 ～ 16:00
※受付 15:30 まで

市役所 2 階 消費生活相談室
契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに
関するご相談。☎ 072-947-3715

（まずはお電話ください※予約優先）

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜 17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-931-1607 ／ＦＡＸ 072-931-2030
㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530 ／ＦＡＸ 072-950-1531
㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
10:00 〜 17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-937-7898 ／ＦＡＸ 072-937-7898
㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜 16:00 支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175 ／ FAX 072-957-2176

障害者雇用相談 第 3 ㈭ 13:00 ～ 17:00
市役所 4 階 北会議室
市役所別館 1 階 相談室 2

障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111 内線 1150 ／ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 市役所 1 階 こども家庭支援課 こども家庭支援課 母子保健担当 ☎ 072-947-3888
教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867
家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 市役所 1 階 こども家庭支援課 こども家庭支援課に予約。☎ 072-947-3837 （直通）
ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮ 9:15 〜 17:00 市役所 1 階 子育て給付課 子育て給付課に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00
子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接お
越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第 1 ㈮ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3 ㈮ 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 市役所別館 2 階 （社会福祉協議会）
社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00
①市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00
市役所 A 棟 1 階

（社会福祉協議会在宅支援課）
予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策定
し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 〜 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学
☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

2 月の相談日程（無料）
お気軽にご相談ください

※相談当日はマスクを着用
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を見合わせる場合があります。
※事前に自宅で検温し、発熱や体調不良のある方は来場をお控えください。



 

第
4
回
定
例
会

市議会市議会だだよよりり

　
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
11
月
30
日
か
ら
12
月

23
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
各
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
や
、
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
27
件
の
議
案

及
び
１
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成

並
び
に
定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書
」、「
知
的

障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
行
政
の
国
の
対
応
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

審
議
結
果
と
13
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容

及
び
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
内
容

等
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

1

11
月
25
日
㈮

11
月
30
日
㈬

12
月
8
日
㈭

12
月
9
日
㈮

12
月
12
日
㈪

12
月
15
日
㈭

12
月
16
日
㈮

12
月
20
日
㈫

12
月
23
日
㈮

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
１
日
目

 

・
議
案
審
議

〇
本
会
議
２
日
目

 

・
一
般
質
問
（
４
議
員
質
問
）

〇
幹
事
長
会
議

〇
本
会
議
３
日
目

 

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

〇
本
会
議
４
日
目

 

・
一
般
質
問
（
４
議
員
質
問
）

〇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〇
幹
事
長
会
議

〇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
５
日
目

 

・
委
員
長
報
告
等

〇
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇◇
定
例
定
例
会
の
あ
ゆ

会
の
あ
ゆ
みみ
◇◇

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 羽曳野市ウェブサイトからもご覧いただけます。
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議案番号 件　　　名 結　果

報　告　  26 地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について 報　　告

議　案　  75 
      76 

77 
78 
79 
80    

81 
82 
83 

84 

85 
86 
87 
88 
89 
90 
91 
92 
93 
94 

95 
96 
97 
98 
99 

100 
101

教育長の任命に係る同意について
指定管理者の指定について（羽曳野市市民会館及び羽曳野市立古市集会所）
指定管理者の指定について（羽曳野市立南食ミートセンター）
指定管理者の指定について（羽曳野市立峰塚公園）
指定管理者の指定について（羽曳野市立市民体育館及び羽曳野市立市民体育館屋外テニスコート）
指定管理者の指定について（羽曳野市立グレープヒルスポーツ公園及び羽曳野市立駒ヶ谷テニス
コート）
富田林市道路線の認定に関する承諾について
羽曳野市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
羽曳野市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律に係る事務手数料条例の一部を改正する
条例の制定について
羽曳野市議会議員及び羽曳野市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について
令和４年度羽曳野市一般会計補正予算（第 11 号）
令和４年度羽曳野市一般会計補正予算（第 12 号）
令和４年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度羽曳野市と畜場特別会計補正予算（第２号）
令和４年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和４年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和４年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第３号）
学校 ICT 環境整備に係る電子黒板機能付大型液晶モニターの取得について
一般職の職員の給与に関する条例及び羽曳野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
令和４年度羽曳野市一般会計補正予算（第 13 号）
令和４年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和４年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和４年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和４年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第３号）
令和４年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第４号）

同　　意
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

議　提　    3 羽曳野市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定について 即日原案可決

意　見　    7 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書
知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡充を求める意見書

即日原案可決
即日原案可決

選　挙　    5 羽曳野市選挙管理委員及び補充員の選挙 選　　出

 第 4 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新の会大阪維新の会 市民クラブ市民クラブ 公明党公明党 日本共産党日本共産党 自由民主党・自由民主党・
もっと羽曳野議員団もっと羽曳野議員団 

議
員
名

      

　
結 

果

沼
元
　
彩
佳

百
谷
　
孝
浩

大
坪
　
正
尚

竹
本
　
真
琴

花
川
　
雅
昭

今
井
　
利
三

樽󠄀
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

笹
井
喜
世
子

南
　
　
　
玲

渡
辺
　
真
千

松
井
　
康
夫

黒
川
　
　
実

田
仲
　
基
一

議案 82 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議案 95 即日原案可決 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※金銅宏親議員は議長職のため採決には加わらず。
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南
　
　
玲
（
日
本
共
産
党
）

《
気
候
変
動
へ
の
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
こ
の
間
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気
候
変
動

に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
途
上

国
や
島
嶼
国
な
ど
の
損
失
と
被
害
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。先
進
国
や
排
出
量
の
多
い
国
々

の
責
任
は
重
大
で
、
高
い
削
減
目
標
が
不
可

欠
で
あ
る
。
当
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁
　
計
画
は
、
大
き
く
分
け
て
公
共
施

設
の
維
持
や
公
用
車
利
用
等
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
を
目
的
と
す
る
「
事

務
事
業
編
」
と
、
市
全
域
で
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

等
を
推
進
す
る
た
め
の
総
合
的
な
計
画
の「
区

域
施
策
編
」
が
あ
る
。
市
で
は
現
在
、「
事
務

事
業
編
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本

年
度
に
公
表
を
予
定
し
て
い
る
。
　

●
要
望　
環
境
省
の
支
援
も
活
用
し
な
が
ら
、

市
民
や
事
業
者
と
一
体
に
な
っ
て
取
り
組
む

「
区
域
施
策
編
」
を
策
定
す
る
よ
う
要
望
。
ま

た
、
策
定
し
た
具
体
的
な
施
策
を
ど
の
よ
う

に
実
行
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
折
、
市
と

し
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て
》

●
質
問　
日
本
は
海
外
と
比
べ
て
ま
だ
ま
だ

生
理
に
対
す
る
タ
ブ
ー
意
識
が
強
く
、
理
解

が
広
が
り
づ
ら
い
の
が
現
状
。
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
、
女
性
に
と
っ
て
生
理
は
当
た
り
前

の
日
常
と
し
て
起
こ
る
現
象
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
学
校
で
の
生
理
用
品
の
設
置
に
つ
い
て
、

昨
年
度
か
ら
小
学
校
１
校
で
、
学
校
独
自
で

女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
し
て
い
た

が
、
取
組
の
現
状
と
利
用
状
況
は
。
②
公
共

施
設
の
生
理
用
品
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

市
の
取
組
の
経
過
は
。

●
答
弁
　
①
今
年
度
も
引
き
続
き
生
理
用
品

を
入
れ
た
箱
を
ト
イ
レ
に
設
置
し
、
児
童

が
自
由
に
使
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
利
用
状
況
は
月
に
６
個
程
度
。
②
市
内

３
か
所
の
窓
口
で
生
理
用
品
の
配
布
を
行
う

と
同
時
に
、
公
共
施
設
の
女
子
ト
イ
レ
へ
試

験
的
に
生
理
用
品
を
設
置
し
た
。
現
在
は
窓

口
で
の
配
布
は
終
了
し
て
い
る
が
、
９
か
所

の
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
へ
の
設
置
は
継
続
し

て
い
る
。

●
質
問　
①
以
前
の
答
弁
で
は
、
保
健
室
で

の
利
用
状
況
は
月
に
１
件
程
度
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
保
健
室
よ
り
も
ト
イ
レ
へ
の

設
置
の
方
が
利
用
し
や
す
い
と
考
え
る
が
、

市
の
制
度
と
し
て
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の

か
。
②
公
共
施
設
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

の
位
置
づ
け
は
。

●
答
弁
　
①
保
健
室
対
応
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
。
②
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
へ
の
対
策

と
し
て
で
は
な
く
、
女
性
の
生
理
を
理
解
し
、

さ
ら
に
、
精
神
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
視
点

か
ら
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　
こ
れ
ま
で
も
日
本
共
産
党
議
員
団

は
地
域
の
団
体
と
一
緒
に
、
せ
め
て
学
校
だ

け
で
も
気
兼
ね
な
く
安
心
し
て
過
ご
し
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
生
理
用
品
を
学
校

の
ト
イ
レ
に
置
い
て
ほ
し
い
と
何
度
も
要
望

し
て
き
た
。
学
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
心
身

の
健
康
を
守
り
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
市
の
制
度
と
し
て
生
理
用
品
を

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

一
般
質
問

竹
本
真
琴
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
大
阪
公
立
大
学
羽
曳
野
キ
ャ
ン
パ
ス

閉
鎖
後
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　
こ
れ
ま
で
大
阪
府
と
ど
の
よ
う
な

意
見
交
換
や
協
議
を
し
て
き
た
の
か
。

●
答
弁
　
大
学
が
地
域
に
果
た
し
て
き
た
役

割
を
踏
ま
え
、
大
阪
府
が
主
体
と
な
り
周
辺

の
住
環
境
と
調
和
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に

資
す
る
よ
う
意
見
を
申
し
上
げ
て
い
る
。

●
質
問　
具
体
的
な
要
望
は
し
て
き
た
の
か
。

●
答
弁
　
学
校
施
設
と
し
て
の
活
用
や
、
世

界
遺
産
、
日
本
遺
産
へ
の
来
訪
者
に
対
す
る

活
用
、
若
い
世
代
の
定
住
等
に
つ
な
が
る
よ

う
な
活
用
な
ど
、
様
々
な
視
点
で
意
見
や
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
用
途
制

限
に
加
え
、
敷
地
に
高
低
差
が
あ
る
こ
と
、

接
道
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
方
針
が

決
ま
っ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

●
要
望　
羽
曳
野
キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
後
の
跡

地
活
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
阪
府
議

会
で
も
西
元
府
議
が
早
期
の
計
画
立
案
や
市

の
意
向
を
酌
ん
だ
活
用
法
と
な
る
よ
う
府
に

要
望
し
て
い
る
。
今
後
は
、
隣
接
す
る
大
阪

府
所
有
の
敷
地
を
活
用
し
道
路
拡
幅
を
要
望

す
る
な
ど
、
事
業
の
早
期
進
展
と
地
域
の
発

展
に
寄
与
す
る
利
活
用
と
な
る
よ
う
、
踏
み

込
ん
だ
協
議
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
大
阪
は
び
き
の
観
光
局
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
ま
で
の
具
体
的
な
取
組
や
今

後
の
フ
ロ
ー
は
。

●
答
弁
　
法
人
設
立
が
10
月
12
日
に
登
記
承

認
さ
れ
、
事
務
手
続
を
行
い
な
が
ら
駅
前
に

開
設
す
る
事
務
所
兼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

開
設
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
12
月
か

ら
賃
貸
契
約
を
開
始
し
、
12
月
下
旬
に
事
務

所
移
転
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
並
行

し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
観
光

振
興
を
よ
り
進
め
る
た
め
、（
仮
称
）
大
阪

は
び
き
の
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
た
に
作

成
中
で
あ
る
。

●
質
問　
今
後
の
観
光
局
と
の
連
携
と
市
の

役
割
は
。

●
答
弁
　
市
と
し
て
は
、
観
光
施
策
の
方
向

性
を
示
し
な
が
ら
具
体
的
な
観
光
事
業
を
展

開
し
て
い
く
局
と
密
に
連
携
し
、
本
市
の
地

域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
及
び
交
流
人
口
、
定
住

人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
効
果
的
な
情
報

発
信
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
観
光
局
の
設
立
に
よ
り
、
観
光
と

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
る
今
、
当
市
で
も
今
後
は
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
効
率
よ
く
推
進
で
き
る

組
織
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の

組
織
運
営
に
つ
い
て
当
市
の
見
識
は
。

●
答
弁
　
観
光
局
が
本
格
始
動
す
る
次
年
度

以
降
の
組
織
に
つ
い
て
は
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
市
と
観
光
局

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
た
中
で
緊
密

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

本
市
が
持
つ
地
域
資
源
を
活
用
し
た
効
果
的

な
観
光
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
で

き
る
よ
う
、
新
た
な
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

2
0
2
5
年
に
開
催
さ
れ
る
大

阪
・
関
西
万
博
は
、
経
済
を
立
て
直
し
て
い

く
分
岐
点
に
な
る
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
停
滞
し
た
経
済
を
立
て
直
し
、
大
阪

全
体
の
盛
り
上
が
り
を
当
市
に
呼
び
込
め
る

よ
う
、
観
光
局
と
密
に
連
携
を
図
り
、
市
民

や
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
創
意
工
夫
と

連
動
さ
せ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
推
進
を
要

望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
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百
谷
孝
浩
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
地
域
子
供
の
未
来
応
援
交
付
金
に
つ
い
て
》

●
質
問　
既
存
の
支
援
事
業
で
あ
る
子
ど
も

等
支
援
事
業
に
お
い
て
、
当
市
で
活
用
で
き

る
事
業
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
支
援
団
体
と
の
連
携
や
研
修
の
実

施
な
ど
、本
交
付
金
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

●
質
問　
子
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
、
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
な
ど
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
等
の
緊
急
支
援
事
業
が
あ
る
が
、
当
市

に
お
い
て
対
象
と
な
る
事
業
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
こ
れ
ま
で
大
阪
府
新
子
育
て
支

援
交
付
金
等
を
活
用
し
て
き
た
が
、
本
交

付
金
の
活
用
も
含
め
事
業
の
展
開
を
図
っ

て
い
く
。

●
質
問　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
や
、
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
り
、「
新
た
な
連

携
に
よ
る
つ
な
が
り
の
場
づ
く
り
緊
急
支
援

事
業
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
、
補
助
率
は
国

が
10
分
の
10
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
設
を
考

え
て
い
る
団
体
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
現
在
、
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
活

動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
は
５
団
体
で
、
対
象

と
な
る
新
た
な
団
体
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
育
成
支
援
、
周
知
な
ど
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

●
要
望　
子
ど
も
の
貧
困
状
況
や
支
援
を
行

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
状
況
を
実
態
調
査
し
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
、
孤
独
・
孤
立
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
等
の
試
行
的
な
相
談
体
制
の
実
施
や
、

専
門
機
関
な
ど
と
連
携
体
制
の
整
備
を
構
築

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
国
会
で
令

和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
が
成
立
し
、
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
プ
レ
ー
パ
ー
ク
・
冒
険
遊

び
場
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
た
た
め
、
支
援

員
や
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
等
の
人
材
確
保
と
養

成
研
修
等
に
も
取
り
組
み
、
よ
り
多
く
の
団

体
に
よ
り
多
く
の
場
所
で
子
ど
も
食
堂
や
フ

ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
等
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
地
域
子
供
の
未
来
応
援
交

付
金
の
活
用
を
要
望
す
る
。

《
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
騒
音
問
題
や
公
園
の
ベ
ン
チ
、
手

す
り
、
路
上
や
階
段
の
破
損
な
ど
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
被
害
状
況
は
。

●
答
弁
　
公
園
の
プ
ラ
ン
タ
ー
や
ベ
ン
チ
な

ど
の
破
損
が
あ
っ
た
が
、
多
く
は
騒
音
に
よ

る
苦
情
と
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　

候
補
地
を
大
阪
府
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
西
日
本
と
ど
の
辺
り
で
調
整
し
て
い
る

の
か
。

●
答
弁
　
南
阪
奈
道
路
の
高
架
下
を
候
補
地

と
し
、
新
町
交
差
点
西
側
を
予
定
し
て
い
る
。

●
質
問　
地
域
住
民
か
ら
様
々
な
ご
意
見
が

あ
る
と
思
う
が
、
い
つ
頃
の
竣
工
予
定
か
。

●
答
弁
　
占
用
申
請
が
必
要
で
、
令
和
５
年

度
の
竣
工
を
予
定
し
て
い
る
。

●
質
問　
幅
広
い
層
の
利
用
が
求
め
ら
れ
る

が
、
考
え
て
い
る
対
象
者
は
。

●
答
弁
　
あ
く
ま
で
場
所
を
提
供
す
る
と
い

う
考
え
方
で
、
無
料
で
初
級
者
が
気
軽
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
転
倒
や
接
触
に
よ
る
け
が
な
ど
、

安
全
面
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
安
全
面
に
お
け
る
運
用
方
法
や
利

用
方
法
の
看
板
を
設
置
し
、
周
知
し
て
い
く
。

●
質
問　
市
民
の
理
解
と
利
用
者
へ
の
マ
ナ

ー
の
啓
発
が
必
要
だ
が
、
当
市
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
啓
発
す
る
。

●
要
望　
候
補
地
は
高
架
下
で
想
像
以
上
に

音
が
響
く
と
思
う
。
若
者
の
夜
間
に
滑
る
場

所
を
求
め
る
声
と
、
地
域
住
民
の
意
見
も
考

慮
し
、
慎
重
な
騒
音
等
に
対
す
る
協
議
・
調

整
を
要
望
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
で
、
子
ど

も
た
ち
の
将
来
の
可
能
性
を
引
き
出
す
一
助

と
な
る
よ
う
な
広
場
の
整
備
を
要
望
す
る
。

大
坪
正
尚
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　
給
食
原
材
料
費
の
推
移
と
現
状
は
。

●
答
弁
　
本
市
の
学
校
給
食
で
使
用
す
る
食

材
に
つ
い
て
も
、
前
年
と
比
較
し
て
一
部
を

除
い
た
多
く
の
食
料
品
で
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
年
度
小

学
校
に
お
い
て
は
、
購
入
す
る
食
材
や
献
立

の
工
夫
な
ど
に
よ
っ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
給
食
を
例
年
と
遜
色
な
く
提
供
し
て

い
る
。

●
質
問　
中
学
校
全
員
喫
食
に
つ
い
て
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁
　
委
託
し
て
い
た
中
学
校
給
食
実
施

方
式
等
の
検
討
に
係
る
調
査
業
務
の
報
告
を

踏
ま
え
、
実
施
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
る
。

●
質
問　
今
後
、
も
し
も
給
食
費
の
値
上
げ

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
れ
ば
、
全
体

へ
の
補
助
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
私
自
身
は
考

え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
、
全
体
へ
の
補
助
を
行
う

考
え
は
あ
る
の
か
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ど
の

程
度
給
食
の
提
供
に
影
響
が
出
る
の
か
な
ど

も
確
認
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
保
護
者
負

担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
給
食

費
の
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
全
体
へ
の
給
付
や
補
助
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。
中

学
校
給
食
に
関
し
て
は
、
中
学
校
給
食
実
施

方
式
等
の
検
討
に
係
る
調
査
報
告
を
踏
ま
え
、

実
施
に
向
け
た
様
々
な
提
供
方
式
の
可
能
性

が
あ
る
中
、
当
市
に
お
け
る
最
善
の
方
法
を

検
討
し
、
中
学
校
全
員
喫
食
の
早
期
実
現
を

要
望
す
る
。

《
西
浦
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
６
月
議
会
に
お
け
る
私
の
一
般
質

問
で
、
西
浦
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
に
向
け
て
、

安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
整
備
を

行
っ
て
い
く
と
い
う
答
弁
を
も
ら
っ
た
。
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
る
の
か
、
ま

た
新
た
な
用
地
買
収
の
必
要
性
は
あ
る
の

か
。

●
答
弁
　
新
た
な
用
地
取
得
を
行
う
こ
と
な

く
、
北
側
に
あ
る
公
の
施
設
で
あ
る
水
路
に

蓋
を
か
け
る
形
で
歩
道
を
築
造
し
、
現
在
あ

る
歩
道
を
車
道
へ
と
変
更
す
る
こ
と
に
よ

り
、
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
を
行
う
。
ま
た
、

現
在
の
車
道
の
高
さ
を
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
歩
道
と
の
段
差
を
減
ら
し
、
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
も
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

●
質
問　
こ
れ
ま
で
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
中
で
は
、
令
和
６
年
度
に
工
事
発
注

す
る
と
答
弁
さ
れ
て
い
た
が
、
予
備
設
計
か

ら
詳
細
設
計
に
か
か
る
段
階
で
お
お
よ
そ
の

見
通
し
が
つ
き
つ
つ
あ
る
と
思
う
。
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
工
事
発
注
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
で
き
る
だ
け
早
く
詳
細
設
計
を
完

成
さ
せ
、
令
和
５
年
度
の
工
事
発
注
を
目
指

し
、
令
和
６
年
度
早
期
の
開
通
に
向
け
進
め

て
い
く
。

●
要
望　
早
期
の
開
通
に
向
け
て
令
和
５
年

度
で
の
工
事
発
注
を
目
指
す
と
い
う
答
弁
を

い
た
だ
い
た
。
当
該
交
差
点
は
非
常
に
交
通

量
が
多
く
、
工
事
は
夜
間
に
行
う
と
い
う
こ

と
で
、
工
事
中
の
周
辺
へ
の
配
慮
と
安
全
対

策
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
早

期
の
開
通
を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
無
戸
籍
に
つ
い
て

4
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花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
就
学
前
教
育
・
保
育
の
あ
り
方
に
関
す
る

基
本
方
針
で
の
閉
園
後
の
跡
地
に
つ
い
て
》

●
質
問　
高
鷲
地
域
な
ど
西
地
域
の
保
育
施

設
は
、
利
便
性
や
施
設
の
新
し
さ
か
ら
、
全

市
域
か
ら
入
園
ニ
ー
ズ
が
高
い
。
西
地
域
で

相
応
な
入
園
条
件
が
あ
っ
て
も
、
高
い
競
争

率
か
ら
希
望
者
の
多
く
は
遠
方
の
施
設
を
勧

め
ら
れ
る
た
め
、
入
園
を
辞
退
し
、
泣
く
泣

く
高
額
な
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。
閉

園
後
の
公
有
財
産
の
活
用
と
し
て
、
民
間
に

よ
る
子
育
て
支
援
事
業
を
提
案
す
る
が
、
市

の
考
え
は
。

●
答
弁
　
令
和
３
年
度
末
、
令
和
４
年
度
末

で
閉
園
が
決
定
し
て
い
る
保
育
園
、
幼
稚
園

は
、
幼
児
教
育
・
保
育
、
子
育
て
支
援
、
学

童
保
育
な
ど
、
幅
広
く
子
育
て
を
目
的
と
し

て
、
民
間
活
力
を
軸
に
検
討
し
た
い
。

●
要
望　
今
後
、
幼
稚
園
や
保
育
園
の
再
編

に
よ
り
、
多
様
化
し
た
保
育
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
施
設
の
構
築
に
期
待
す
る
。

《
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
広
場
及
び
周

辺
に
つ
い
て
、
以
前
取
得
地
の
暫
定
利
用
も

含
め
検
討
す
る
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

●
答
弁
　
事
業
完
成
ま
で
の
間
、
交
通
混
雑

の
解
消
、
安
全
性
の
確
保
を
目
的
に
、
令
和

５
年
度
に
、
駅
利
用
者
の
た
め
の
一
般
車
両

の
送
迎
場
を
計
画
し
て
い
る
。

●
要
望　
送
迎
場
の
計
画
は
駅
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
。
今

後
、
暫
定
整
備
の
準
備
を
お
願
い
す
る
。

●
質
問　

八
尾
富
田
林
線
羽
曳
野
第
２
工

区
に
つ
い
て
、
市
道
羽
曳
が
丘
西
65
号
線

の
開
通
と
周
辺
交
差
点
の
整
備
に
よ
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
う
が
、

考
え
は
。

松
井
康
夫

（
自
由
民
主
党
・

  
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
郡
戸
大
堀
線
、
恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
の

整
備
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
況
と
展
望
は
。
ま
た
、
事
業
の

完
了
年
度
を
定
め
て
展
開
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
既
に
市
が
郡
戸
大
堀
線
の
事
業
用

地
を
先
行
取
得
し
て
い
る
箇
所
を
含
め
る

と
、
約
58
％
の
用
地
取
得
と
な
っ
て
い
る
。

恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
広
場
整
備
事
業
に
お

い
て
は
約
75
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
同
時
期
に
完
了
し
、
相
乗
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
ど
ち

ら
も
法
的
に
土
地
収
用
可
能
な
事
業
で
は

な
く
、
地
権
者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
行
う
任
意
で
の
事
業
と
な

っ
て
い
る
。
完
了
年
度
に
つ
い
て
は
明
確

に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

●
質
問　

用
地
取
得
後
、
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く
あ
る
。
逐
次
、

暫
定
整
備
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
大
阪
府
へ
整
備
す
べ
き
箇
所
を

提
案
し
、
一
定
の
ま
と
ま
っ
た
箇
所
に
つ

い
て
は
対
応
し
、
さ
ら
な
る
箇
所
に
つ
い

て
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
要
望　

地
域
に
お
け
る
起
爆
剤
に
な
れ

ば
と
期
待
を
寄
せ
る
事
業
で
あ
る
。
事
業

主
体
は
大
阪
府
だ
が
、
ま
ず
は
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
や
る
と
い
う
気
構
え
で
早
期
実

現
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

《
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
社
会
変
動
や
市
民
生
活
の
変

化
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
度
行
政
機
構
も
変

化
し
て
い
く
。
職
員
定
数
や
組
織
編
成
の

対
応
は
。
②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
よ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
取
組
も
大
き
く
変
わ
る
が
、
そ
の
対

応
は
。
③
財
源
に
つ
い
て
は
、
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
の
活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
な
お
さ
ら
防
災
、
災
害
時
に
強
い
庁
舎

機
能
が
求
め
ら
れ
る
。
避
難
者
が
押
し
寄
せ

て
き
た
と
き
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
制
限

を
か
け
る
か
だ
け
で
も
庁
舎
機
能
が
大
き
く

変
わ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
④
市
民
の
方
々

が
集
え
る
環
境
整
備
へ
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
来
年
度
末
に
策
定
す
る
基
本
計

画
に
お
い
て
、
建
物
の
規
模
を
精
査
し
て
い

く
。
ま
た
、
効
率
的
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
機
構
改
革
な
ど
に
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
や
執
務
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
る
。
②
時
代
の
流
れ

に
沿
っ
た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
対
応
す
る

環
境
整
備
を
行
い
、
時
代
の
変
化
に
も
対
応

で
き
る
庁
舎
を
目
指
し
て
い
く
。
③
新
庁
舎

は
、
市
民
の
生
命
、
財
産
、
生
活
を
守
る
た

め
の
施
設
で
あ
り
、
防
災
拠
点
施
設
と
し
て

の
機
能
や
災
害
時
の
業
務
継
続
機
能
を
充
実

さ
せ
、
災
害
に
強
い
庁
舎
を
目
指
す
。
④
新

庁
舎
は
別
館
に
隣
接
さ
せ
る
計
画
と
し
て
お

り
、
現
庁
舎
の
解
体
後
は
、
敷
地
の
南
側
に

市
民
が
利
用
で
き
る
憩
い
の
広
場
や
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
空
間
の
創
出
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
50
年
の
ス
パ
ン
で
考
え
た
と
き
、

市
役
所
の
前
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
歩
い
て
い
る
社

会
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
各

部
署
で
頑
張
っ
て
い
る
若
い
職
員
の
意
見
や

発
想
力
、
想
像
力
も
大
い
に
取
り
入
れ
な
が

ら
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
へ
と
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

●
答
弁
　
当
該
地
域
は
土
地
利
用
検
討
ゾ
ー

ン
路
線
型
で
、
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
が

可
能
で
あ
る
。
今
後
開
通
に
合
わ
せ
、
土
地

利
用
の
実
現
に
取
り
組
む
。

●
要
望　
大
規
模
集
客
施
設
が
立
地
可
能
な

こ
と
を
踏
ま
え
、
に
ぎ
わ
い
の
羽
曳
野
、
新

た
な
埴
生
野
の
創
造
に
市
を
挙
げ
て
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
技
術
職
員
の
不
足
に
つ
い
て
》

●
質
問　
近
年
の
技
術
職
員
採
用
の
傾
向
と

推
移
、
ま
た
必
要
性
は
。

●
答
弁
　
正
規
職
員
で
は
、
20
歳
代
ま
で
が

約
７
％
、
30
歳
代
が
約
20
％
、
40
歳
代
が
約

21
％
、
50
歳
代
が
約
52
％
で
あ
る
。
技
術
職

員
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
う

べ
き
職
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
質
問　
50
代
が
半
数
以
上
で
、
明
ら
か
に

若
い
層
が
不
足
し
て
い
る
。
事
務
職
員
だ
が

技
術
的
な
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
職
員
に
対

し
、
資
格
の
取
得
を
促
し
、
技
術
職
員
と
し

て
育
て
る
の
も
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
民

間
企
業
で
は
技
術
力
の
取
得
に
給
与
的
支
援

が
あ
る
が
、
当
市
で
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
資
格
取
得
に
要
す
る
費
用
の
負
担

や
有
資
格
者
の
給
与
へ
の
反
映
等
に
は
、
現

時
点
で
は
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
の

技
術
職
員
の
採
用
状
況
、
年
齢
構
成
な
ど
を

注
視
し
つ
つ
、
適
切
な
人
事
配
置
に
努
め
る
。

●
意
見　
技
術
職
員
は
技
術
者
と
し
て
評
価

さ
れ
な
く
、
技
術
を
取
得
し
て
も
評
価
さ
れ

な
い
。
技
術
者
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る

の
な
ら
、
い
ま
一
度
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
郡
戸
大
堀
線
歩
道
整
備
事
業
に
お
け
る
遅

れ
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

●
八
尾
富
田
林
線
藤
井
寺
工
区
の
道
路
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

●
事
業
用
地
の
取
得
手
法
に
つ
い
て

5
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
８
波
か
ら

命
と
暮
ら
し
を
守
る
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
阪
で
も
第
８
波
が
拡
大
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
医
療
逼
迫
、
医
療
崩
壊

は
必
至
で
あ
る
。
①
こ
れ
ま
で
、
市
内
に

臨
時
検
査
場
を
設
置
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

の
配
布
な
ど
を
要
望
し
て
き
た
が
、
今
後

の
感
染
対
策
は
。
②
今
後
の
、
市
民
生
活

へ
の
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
観
点
は
。

●
答
弁
　
①
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
年
内
に

接
種
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。
大
阪
府

が
実
施
す
る
９
歳
以
下
へ
の
検
査
キ
ッ
ト

無
償
配
布
事
業
は
、
学
校
や
保
育
施
設
か

ら
保
護
者
に
配
る
よ
う
手
配
し
た
が
、
無

料
検
査
場
、
無
料
検
査
キ
ッ
ト
配
布
の
対

応
は
大
阪
府
で
講
じ
ら
れ
る
。
藤
本
病
院

で
12
月
４
日
か
ら
１
月
15
日
の
日
祝
と
、

休
日
急
病
診
療
所
で
年
末
年
始
に
臨
時
発

熱
外
来
を
設
置
す
る
。
②
こ
れ
ま
で
の
取

組
の
成
果
等
も
考
慮
し
、
市
民
生
活
や
地

域
経
済
に
必
要
な
支
援
を
講
じ
て
い
く
。

●
要
望　

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に

は
、
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
取
組
が
必
要
。

当
市
で
も
藤
井
寺
市
や
松
原
市
の
よ
う
に

無
料
検
査
場
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
当
市

独
自
で
全
世
帯
に
無
料
検
査
キ
ッ
ト
を
配

布
す
る
こ
と
。
ま
た
、
政
府
に
対
し
消
費

税
５
％
減
税
及
び
低
所
得
者
、
中
小
の
業

者
へ
は
、
継
続
的
な
支
援
を
制
度
と
し
て

つ
く
る
よ
う
強
く
要
望
。

《
下
水
道
料
金
の
引
上
げ
に
つ
い
て
》

●
質
問　

令
和
４
年
３
月
議
会
で
下
水
道

使
用
料
の
25
％
引
上
げ
が
決
ま
り
、
施
行

日
は
来
年
４
月
に
延
期
さ
れ
た
。
物
価
高

騰
の
現
状
や
市
民
の
暮
ら
し
を
見
て
、
来

年
４
月
か
ら
の
値
上
げ
に
対
す
る
考
え
は
。

●
答
弁
　
今
後
民
間
委
託
を
進
め
る
な
ど
、

受
益
者
負
担
の
原
則
に
よ
り
、
適
正
な
使
用

料
の
水
準
を
も
っ
て
収
益
を
確
保
し
て
い
く
。

●
質
問　
使
用
料
の
値
上
げ
を
す
る
な
ら
、

調
査
を
行
っ
て
、
審
議
す
る
場
を
持
ち
、
市

民
の
理
解
と
合
意
を
得
る
取
組
を
す
べ
き
だ

が
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長
　
市
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
出
演
し
、

動
画
を
通
し
て
直
接
説
明
し
た
。
ご
負
担
を

か
け
る
が
、
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。

●
要
望　
物
価
高
騰
に
あ
え
ぐ
市
民
の
実
態

に
は
全
く
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
使
用

料
の
値
上
げ
を
来
年
４
月
に
延
期
し
た
が
、

社
会
情
勢
や
市
民
生
活
を
考
慮
す
る
な
ら

ば
、
市
長
の
英
断
で
来
年
４
月
か
ら
の
値
上

げ
を
中
止
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。ま
た
、

市
民
負
担
を
求
め
る
な
ら
ば
、審
議
や
調
査
、

検
討
を
重
ね
、
市
民
の
理
解
や
合
意
を
得
て

施
策
を
進
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
け
る
人
権

文
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画
変
更
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
が
複
合
化

計
画
か
ら
単
独
整
備
に
な
っ
た
理
由
と
経
緯

は
。
②
同
和
事
業
か
ら
一
般
施
策
と
し
て
継

続
し
て
い
る
事
業
が
、
今
な
お
地
域
人
権
協

議
会
に
随
意
契
約
で
委
託
さ
れ
て
い
る
。
新

た
な
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
契
機
に
、

地
域
人
権
協
議
会
と
の
随
意
契
約
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の
改
築
等

に
は
、
隣
保
館
等
施
設
整
備
費
補
助
金
が
活

用
で
き
、
財
政
的
に
も
有
利
な
た
め
、
単
独

で
の
整
備
を
進
め
る
。
②
今
後
、
整
備
計
画

等
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
運
営
審
議
会
等
に
諮
り
、
検
討
す
る
。

●
要
望　

同
和
対
策
特
別
措
置
法
が
失
効

後
、
一
般
施
策
に
名
を
変
え
て
継
続
す
る
同

和
事
業
の
終
結
を
求
め
て
き
た
。
地
域
人
権

協
議
会
と
の
随
意
契
約
は
行
わ
ず
、
見
直
す

対
応
を
要
望
す
る
。

黒
川
実

（
自
由
民
主
党
・

  
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
、保
育
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
最
近
、
送
迎
バ
ス
で
の
つ
ら
い
ニ

ュ
ー
ス
が
あ
る
が
、
当
市
で
は
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
園
内
で
の

安
全
対
策
は
。

●
答
弁
　
国
の
緊
急
点
検
の
依
頼
に
基
づ
き
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
を
対
象
に
調
査
を

実
施
。
通
園
バ
ス
を
運
行
す
る
施
設
に
対
し
、

11
月
に
実
地
調
査
し
、
安
全
管
理
の
徹
底
を

周
知
し
た
。
ま
た
、
連
絡
が
な
く
登
園
し
て

い
な
い
園
児
の
保
護
者
に
は
連
絡
確
認
の
徹

底
を
周
知
。
園
内
で
は
、
手
の
届
く
所
に
危

険
物
が
な
い
か
、
落
ち
て
い
な
い
か
な
ど
、

子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
保
育
環
境
を
整
備

し
、
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望　

送
迎
バ
ス
に
関
し
て
は
、
今
後
、

国
か
ら
法
案
が
出
さ
れ
、
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
は
ず
。
市
に
は
、
そ
の
周
知
を
強
く
要
望
。

●
質
問　
静
岡
県
で
３
人
の
保
育
士
が
園
児

に
暴
行
し
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
抑
止
力
と
し
て
カ
メ

ラ
の
設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

●
答
弁
　
事
件
や
事
故
の
危
険
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な
保
育
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
大
変
重
要
。
職
員
研
修
の
充

実
な
ど
、
適
切
に
対
応
す
る
。

●
要
望　

園
児
や
保
育
士
を
見
守
る
に
は
、

カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
な
時
代
。
観
察
す
る

こ
と
で
抑
止
力
に
な
り
、
証
拠
や
事
件
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、
カ
メ
ラ
の

設
置
も
視
野
に
入
れ
、
安
全
な
体
制
を
。

●
質
問　
令
和
５
年
度
、
兄
弟
姉
妹
で
同
じ

園
に
入
園
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
。

●
答
弁
　
兄
弟
姉
妹
同
時
入
園
と
下
の
子

ど
も
の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
の
合
計
は

3
2
3
名
。

●
要
望　
２
歳
の
女
の
子
が
車
内
に
取
り
残

さ
れ
た
事
故
は
、
園
が
別
々
だ
か
ら
起
こ
っ

た
。
兄
弟
姉
妹
で
の
入
園
希
望
は
、
別
々
の

園
に
な
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

《
羽
曳
野
市
本
庁
舎
建
替
整
備

基
本
方
針
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
も
不
透
明
で
、

原
油
価
格
も
安
定
し
な
い
物
価
高
騰
の
中
で

も
、
基
本
方
針
に
示
さ
れ
て
い
る
建
て
替
え

時
期
や
予
算
で
進
め
る
の
か
。

●
答
弁
　
有
利
な
起
債
の
活
用
を
考
え
て
お

り
、
令
和
７
年
度
内
の
工
事
着
手
を
目
指
し
、

令
和
10
年
度
中
の
整
備
完
了
を
目
標
と
し
て

い
る
。
物
価
高
騰
、
国
内
外
の
情
勢
に
よ
り

事
業
費
は
増
大
傾
向
だ
が
、
必
要
面
積
や
工

事
費
を
精
査
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
。

物
価
上
昇
に
よ
る
建
て
替
え
の
延
期
は
考
え

て
い
な
い
。

●
要
望　
建
て
替
え
の
際
、
環
境
に
優
し
く

て
利
便
性
が
よ
く
、
災
害
時
に
最
高
の
防
災

拠
点
と
な
り
、
何
よ
り
市
民
が
集
え
、
そ
し

て
納
得
す
る
最
先
端
の
技
術
を
取
り
入
れ
た

本
庁
舎
の
建
て
替
え
を
望
む
。

《
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て
》

●
質
問　
保
護
者
か
ら
「
ラ
ン
ド
セ
ル
は
重

く
て
か
わ
い
そ
う
、
ラ
ン
ド
セ
ル
し
か
駄
目

な
の
か
。」
な
ど
と
聞
か
れ
る
。
当
市
は
ラ

ン
ド
セ
ル
の
使
用
を
義
務
づ
け
て
い
る
の

か
。
義
務
づ
け
て
い
な
い
の
な
ら
、
ど
の
よ

う
に
保
護
者
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
約
８
割
の
学
校
で
ラ
ン
ド
セ
ル
を

通
学
か
ば
ん
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。
そ
れ

以
外
の
学
校
で
は
入
学
の
準
備
物
と
し
て
、

ラ
ン
ド
セ
ル
等
背
負
い
式
の
も
の
、
ま
た
両

手
の
空
く
も
の
と
い
う
点
の
み
を
条
件
と
し

て
い
る
学
校
も
あ
る
。

●
要
望　
約
８
割
の
学
校
が
指
定
し
て
い
る

が
、
小
学
校
入
学
前
の
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
、
選
択
制
も
考
え
て
ほ
し
い
。

6
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沼
元
彩
佳
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
離
婚
後
の
面
会
交
流
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
の
離
婚
に
つ
い
て
の
相
談

件
数
や
相
談
内
容
、
現
在
の
ひ
と
り
親
世

帯
数
と
支
援
の
現
状
は
。

●
答
弁
　
令
和
３
年
度
の
相
談
件
数
は

1
0
8
件
、
制
度
に
関
す
る
質
問
等
を
含

め
る
と
、こ
の
件
数
以
上
で
あ
る
。
内
容
は
、

離
婚
後
の
経
済
面
で
の
不
安
が
最
も
多
く
、

母
子
・
父
子
家
庭
の
世
帯
数
は
1,
0
2
5

世
帯
。
支
援
は
、
国
の
制
度
と
し
て
、
児

童
扶
養
手
当
の
ほ
か
、
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
や
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

等
が
あ
る
。
今
年
度
は
、
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
を
支
給
。
市
の
独
自
事
業
は
、

本
年
10
月
よ
り
公
正
証
書
等
作
成
促
進
補

助
金
事
業
に
加
え
、
保
証
促
進
補
助
金
事

業
も
開
始
。
ま
た
、
法
務
省
の
モ
デ
ル
事

業
に
参
画
し
、
面
会
交
流
や
養
育
費
の
取

決
め
の
重
要
性
等
を
分
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
動
画
等
を
提
供
し
、
子
ど
も
を
第
一

に
考
え
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

●
質
問　

窓
口
相
談
で
の
課
題
、
ま
た
子

ど
も
の
健
全
な
成
長
を
促
す
た
め
に
親
と

関
わ
り
続
け
、
両
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
る
面
会
交
流
へ
の
支
援

も
行
政
と
し
て
必
要
だ
と
考
え
る
。
子
ど

も
の
利
益
に
反
す
る
場
合
を
除
き
、
面
会

交
流
に
つ
い
て
の
見
解
、
ま
た
共
同
養
育

の
推
進
に
向
け
た
今
後
の
方
針
は
。

●
答
弁
　
各
種
手
当
や
給
付
金
等
の
制
度

説
明
が
主
と
な
り
、
子
ど
も
を
第
一
に
考

え
る
意
識
の
醸
成
を
促
す
相
談
内
容
に
つ

な
が
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。
面
会
交
流
を

含
め
、
離
婚
後
も
共
に
育
て
る
共
同
養
育

に
つ
い
て
、
本
市
独
自
の
取
組
を
進
め
て

い
く
。

●
要
望　
冊
子
に
支
援
内
容
を
１
つ
に
ま
と

め
て
渡
す
等
、
離
婚
前
後
の
全
て
の
親
に
目

を
通
し
て
も
ら
え
る
機
会
の
創
出
と
、
面
会

交
流
を
行
う
と
、
高
い
確
率
で
養
育
費
が
支

払
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
ひ
と
り
親
世
帯
の

貧
困
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
当
市
に
お
い
て
も
共
同
養
育
へ
の
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
環
境
改
善
を

要
望
す
る
。

《
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
横
断
歩
道
を
渡
る
歩
行
者
が
い
て

も
一
時
停
止
を
せ
ず
に
通
行
す
る
車
が
多

く
、
地
元
住
民
よ
り
何
と
か
対
策
を
取
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
く
。
信
号
機
よ

り
も
安
価
で
素
早
く
設
置
で
き
、
赤
信
号
の

役
割
を
担
え
る
注
意
喚
起
灯
に
つ
い
て
、
そ

の
設
置
場
所
と
な
る
選
定
基
準
と
設
置
手

順
、
ま
た
注
意
喚
起
灯
設
置
へ
の
当
市
の
見

解
は
。

●
答
弁
　
設
置
基
準
は
、
大
阪
府
警
察
本
部

及
び
所
轄
警
察
署
の
立
会
い
を
経
て
、
道
路

管
理
者
に
よ
る
設
置
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
歩
行
者
の
安
全
と
円
滑
な
横
断
を
確
保

す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
施
設
整
備
を
進
め

る
こ
と
は
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
今
年
度
１

か
所
の
設
置
を
皮
切
り
に
、
次
年
度
も
引
き

続
き
設
置
し
て
い
く
。

●
要
望　
注
意
喚
起
灯
設
置
後
に
横
断
歩
道

の
手
前
で
車
が
一
時
停
止
す
る
意
識
と
習
慣

を
啓
発
で
き
れ
ば
、
歩
行
者
を
守
る
有
効

な
安
全
対
策
に
な
る
。
今
後
は
必
要
と
さ
れ

る
箇
所
へ
の
設
置
を
進
め
て
ほ
し
い
。
10
月

か
ら
12
月
に
交
通
事
故
が
最
も
多
く
、
教
育

現
場
で
も
子
ど
も
た
ち
へ
横
断
歩
道
を
渡
る

際
、十
分
に
安
全
確
認
し
て
か
ら
渡
る
よ
う
、

引
き
続
き
の
指
導
を
要
望
す
る
。 

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
妊
婦
、
子
育
て
家
庭
へ
の

伴
走
型
相
談
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
に
お
け
る
、
一
貫
し
た
伴

走
型
支
援
の
現
状
は
。
ま
た
、
妊
娠
時
、

出
産
時
に
具
体
的
な
経
済
的
支
援
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
伴
走
型
相
談
支
援
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に

関
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
切
れ
目
な

い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
妊
娠
期
の
支
援

と
し
て
、
妊
婦
健
康
診
査
、
妊
婦
歯
科
健

診
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
が
あ

る
。
妊
婦
健
康
診
査
に
は
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
目
的
か
ら
、
妊
婦
健
診
費
用

11
万
6,
8
4
0
円
分
、
計
14
回
分
の
受
診

券
を
交
付
し
、
多
胎
妊
娠
の
方
へ
は
、
さ

ら
に
２
回
分
の
受
診
券
を
追
加
交
付
し
て

い
る
。
妊
婦
歯
科
健
診
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
個
別
の
歯
科
診
療
所
で
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
利
便
性
を
高
め
た
。
出

産
後
の
支
援
は
、
新
生
児
訪
問
、
産
婦
健

康
診
査
、
産
後
ケ
ア
事
業
な
ど
が
あ
る
。

産
婦
健
康
診
査
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
産

後
２
週
間
と
産
後
１
か
月
で
の
健
康
診
査

２
回
分
の
費
用
助
成
を
開
始
し
た
。
産
後

ケ
ア
事
業
は
、
家
族
な
ど
か
ら
十
分
な
支

援
を
受
け
ら
れ
ず
、
体
調
や
育
児
に
不
安

の
あ
る
生
後
１
歳
未
満
の
乳
児
と
お
母
さ

ん
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　

祖
父
母
世
代
に
向
け
て
、
育
児

の
今
昔
早
分
か
り
講
座
な
ど
の
実
施
や
助

産
師
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
事
業
の
実
施

を
要
望
す
る
。
妊
娠
届
と
出
産
届
を
提
出

し
た
と
き
だ
け
の
経
済
的
支
援
で
は
な
く
、

妊
娠
時
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た

伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
要
望
す
る
。

《
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
》

●
質
問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
本
市
の
積
極
的
勧
奨
再
開
に
伴
う
対
応

と
現
状
は
。
ま
た
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
助
成
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
は
。

●
答
弁
　
定
期
接
種
対
象
者
へ
は
、
案
内
文

と
予
診
票
を
個
別
送
付
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
13
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
へ

は
、
令
和
４
年
７
月
に
案
内
文
を
送
付
し
、

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
へ
は
、
令
和
５
年
度
の
送
付

を
予
定
し
て
い
る
。
定
期
接
種
対
象
者
の
接

種
率
は
約
11
％
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者

を
合
わ
せ
る
と
、
接
種
率
は
約
6.
3
％
と

な
る
。
接
種
再
開
後
は
、
電
話
等
で
の
問
合

せ
や
予
診
票
の
窓
口
発
行
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。
帯
状
疱
疹
予
防
と
し
て
接
種
す
る
ワ

ク
チ
ン
は
、
現
時
点
で
は
、
任
意
接
種
の
た

め
、
積
極
的
勧
奨
等
は
行
っ
て
い
な
い
。
現

在
、
国
の
厚
生
科
学
審
議
会
に
お
い
て
、
定

期
接
種
化
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

●
要
望　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
で
使
用

可
能
と
な
る
こ
と
と
、
そ
の
有
効
性
や
安
全

性
な
ど
の
情
報
は
、
重
要
な
接
種
検
討
材
料

で
あ
る
。
対
象
者
へ
通
知
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
速
や
か
に
漏
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
す
る
。
帯
状
疱
疹
に
関
し
て
、
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
特
段
の
懸
念

は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て
お
り
、
有

効
な
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
と
考
え
る
。
ぜ
ひ
、

接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い

す
る
。 
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渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
安
心
・
安
全
な
保
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　

通
園
バ
ス
等
へ
の
置
き
去
り
や

う
つ
ぶ
せ
寝
、
プ
ー
ル
で
の
溺
死
な
ど
、

事
故
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
保
育
中
に

は
た
く
さ
ん
の
危
険
が
あ
る
が
、
現
在
の

配
置
基
準
の
保
育
士
数
で
は
不
十
分
で
あ

る
。
国
の
基
準
で
は
、
１
歳
児
は
６
人
に

保
育
士
１
人
、
４
、５
歳
児
は
30
人
に
１
人

で
、
昭
和
23
年
に
定
め
ら
れ
て
か
ら
大
き

く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
安
全
な
保
育
体
制

の
た
め
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
は
。

●
答
弁
　
配
置
基
準
は
、
子
ど
も
の
人
数

に
対
し
て
保
育
士
数
が
決
ま
っ
て
お
り
、

国
の
基
準
の
下
、
適
切
な
職
員
を
配
置
し

て
い
く
。

●
要
望　

国
の
基
準
を
守
る
と
い
う
の
は

市
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
直

接
管
理
・
指
導
す
る
責
務
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
姿
勢
に
欠
け
る
答
弁
で

あ
る
。
事
故
や
虐
待
の
一
因
に
つ
い
て
専

門
家
は
、
保
育
士
不
足
に
あ
る
と
し
て
い

る
。
市
独
自
で
国
よ
り
も
上
乗
せ
の
基
準

を
つ
く
り
、
安
全
・
安
心
な
保
育
を
行
う

よ
う
要
望
す
る
。

《
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て
》

●
質
問　

文
科
省
は
４
月
、
特
別
支
援
学

級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
に
、
週
に
半

分
以
上
の
授
業
を
特
別
支
援
学
級
で
学
ぶ

こ
と
を
促
す
通
知
を
発
出
し
た
。
こ
の
通

知
に
つ
い
て
、
ど
う
学
校
現
場
に
指
導
し
、

保
護
者
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

支
援
学
級
、
通
常
学
級
の
ほ
か
に
通
級
指

導
教
室
が
あ
る
が
、
指
導
内
容
及
び
設
置

の
実
態
は
。

●
答
弁
　
当
市
で
は
、
共
に
学
び
共
に
育

つ
と
い
う
理
念
の
下
、
障
害
の
あ
る
児
童
・

生
徒
の
学
び
の
場
の
決
定
に
は
、
一
人
一
人

の
状
況
を
踏
ま
え
て
的
確
に
応
え
、
保
護
者

に
も
十
分
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
対
応
し

て
い
る
。
通
級
指
導
教
室
は
、
学
習
や
生
活

の
場
面
で
生
じ
る
困
難
を
改
善
す
る
た
め
の

指
導
で
、
現
在
19
校
の
う
ち
10
校
に
設
置
。

●
要
望　
本
人
や
保
護
者
の
意
向
を
最
大
限

尊
重
し
、
障
害
種
別
の
学
級
設
置
を
適
切
に

行
い
、
職
員
体
制
を
充
実
さ
せ
、
通
級
指
導

教
室
は
、
全
て
の
学
校
へ
の
設
置
を
最
優
先

す
る
こ
と
を
要
望
。
ま
た
、
文
科
省
か
ら
の

通
知
を
一
律
に
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

個
の
発
達
の
保
障
及
び
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
取
組
を
要
望
す
る
。

《
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
内
43
市
町
村
で
全
員
給
食

を
目
指
し
て
い
る
自
治
体
の
う
ち
、
供
用
時

期
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
は
３
市
で
、
そ
こ

に
は
当
市
が
含
ま
れ
る
。
供
用
時
期
と
実
施

方
式
が
決
定
し
て
い
く
過
程
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
調
査
業
務
委
託
の
入
札
が
２
回
不

調
に
終
わ
っ
た
が
、
今
年
２
月
に
業
者
が
決

定
し
、
契
約
事
務
と
し
て
は
適
正
に
実
施
。

今
後
の
調
査
を
踏
ま
え
、
関
係
す
る
各
方
面

の
意
見
を
聞
く
な
ど
に
よ
り
、
供
用
時
期
や

実
施
方
式
を
決
定
し
て
い
く
。

●
要
望　
保
護
者
の
多
く
は
共
働
き
で
、
朝

早
く
起
き
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
弁
当
を
作
る

の
は
と
て
も
難
し
く
、
小
学
校
の
よ
う
な
栄

養
管
理
が
行
き
届
い
た
温
か
い
給
食
を
望
ん

で
い
る
。
心
が
揺
れ
る
中
学
生
の
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
同
じ
も
の
を
食
べ
る
給

食
を
求
め
る
思
い
は
強
い
。
全
て
の
保
護
者

を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
声
を
聞
き
、
有

識
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
民
か
ら
の
公
募
も
含
め

た
検
討
会
や
審
議
会
を
開
催
し
て
、
討
議
を

重
ね
、
給
食
の
提
供
方
式
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
市
民
文
化
祭
に
つ
い
て

樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
防
災
の
強
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
内
の
避
難
所
の
数
と
防
災
倉
庫

の
現
状
は
。

●
答
弁
　
避
難
所
は
小
・
中
学
校
を
中
心
に

26
か
所
あ
り
、防
災
倉
庫
は
今
年
度
中
に
小
・

中
学
校
７
校
に
設
置
、
来
年
度
は
６
校
に
順

次
設
置
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

●
要
望　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
て
早
急
な
防
災
倉
庫
の
設
置
を

要
望
。

●
質
問　
災
害
時
に
避
難
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
害
を
持
つ
方
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
取
組
は
。

●
答
弁
　
避
難
行
動
要
支
援
者
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。
希
望
さ
れ
る
方
の
申
請
に
基
づ

き
、
本
人
の
状
況
や
緊
急
連
絡
先
等
の
情
報

を
台
帳
に
登
録
す
る
も
の
で
、
昨
年
12
月
時

点
で
4,
3
0
3
名
、直
近
で
は
4,
1
7
3
名
。

●
要
望　
台
帳
へ
の
登
録
者
数
に
不
安
を
感

じ
る
が
、
命
を
守
る
こ
と
が
一
番
。
災
害
時

の
避
難
に
備
え
る
た
め
、
さ
ら
な
る
制
度
の

周
知
を
強
く
要
望
。

●
質
問　
当
市
と
民
間
事
業
者
と
の
連
携
と

協
力
体
制
は
。

●
答
弁
　
11
月
末
現
在
で
70
者
と
協
定
を
締

結
。
大
規
模
災
害
発
生
時
は
、
応
急
復
旧
活

動
を
行
政
だ
け
で
は
対
応
困
難
。
引
き
続
き

民
間
事
業
者
と
の
連
携
協
力
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

●
要
望　
近
い
将
来
発
生
が
予
見
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
備
蓄
物
資
の
確

保
と
配
送
も
含
め
た
事
業
所
誘
致
も
防
災
強

化
の
一
つ
。
今
後
と
も
、
市
民
の
安
心
・
安

全
な
生
活
と
命
を
守
る
た
め
に
も
更
な
る
防

災
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
市
民
の
医
療
に
つ
い
て
》

●
質
問　
診
療
時
間
外
に
お
け
る
子
ど
も
の

発
病
等
の
不
安
に
対
す
る
当
市
の
現
状
は
。

●
答
弁
　
3
6
5
日
24
時
間
、
相
談
員
、

医
師
、
看
護
師
が
電
話
対
応
す
る
救
急
安

心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
や
、
大
阪
府
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
等
を
案
内
し
て
い
る
。

夜
間
等
は
大
阪
府
に
お
い
て
毎
日
19
時
か

ら
翌
８
時
の
間
、「
夜
間
早
朝
こ
ど
も
医
療

で
ん
わ
相
談
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
相
談
先
を
乳
幼
児
健
診
の
場
や
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広
報
等
に
て
周
知
に
努

め
て
い
る
。

●
要
望　
子
育
て
中
の
お
母
様
方
か
ら
は
、

市
内
の
小
児
科
へ
順
番
に
電
話
を
か
け
る

が
、
つ
な
が
ら
な
い
と
の
声
を
よ
く
聞
く

た
め
、
さ
ら
な
る
周
知
の
充
実
に
取
り
組

む
こ
と
を
要
望
す
る
。

●
質
問　

令
和
３
年
度
の
当
市
の
高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
。

●
答
弁
　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

者
4,
7
6
7
人
の
う
ち
接
種
者
9
2
0
人
、

接
種
率
は
約
1
9.
3
％
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
3
2,
9
0
5
人

の
う
ち
接
種
者
1
9,
5
1
8
人
、
接
種
率

は
約
5
9.
3
％
だ
っ
た
。

●
要
望　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

の
低
さ
に
驚
い
た
。
肺
炎
は
我
が
国
の
死

亡
原
因
の
第
５
位
で
、
日
常
的
に
生
じ
る

成
人
の
肺
炎
の
う
ち
４
分
の
１
か
ら
３
分

の
１
が
、
肺
炎
球
菌
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
第
８
波
が
危
惧
さ
れ
る
感
染
拡
大

下
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
健
康
と
命
を
守

る
上
で
、
さ
ら
な
る
周
知
の
充
実
に
努
め

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
当
市
独
自
の

事
業
で
あ
る
、
中
学
３
年
生
及
び
高
校
３

年
生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
無

料
化
の
実
施
は
、
受
験
生
に
は
あ
り
が
た

い
施
策
だ
。
新
年
か
ら
始
ま
る
そ
れ
ぞ
れ

の
受
験
に
対
し
て
、
受
験
生
の
皆
様
が
万

全
の
態
勢
で
臨
む
こ
と
を
願
う
。
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田
仲
基
一

（
自
由
民
主
党
・

  
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
食
料
品
価
格
高
騰
へ
の
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
食
料
品
代
が
家
計
を
圧
迫
す
る
傾

向
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
片
や
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
の
国
内
総
量
は

年
間
約
5
7
0
万
ト
ン
。
そ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
解
消
に
行
政
が
率
先
し
て
取
り
組
み
、
価

格
高
騰
に
苦
し
む
市
民
の
生
活
を
守
る
べ
き
。

国
が
進
め
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
に
つ
い
て

の
認
識
と
、
政
府
が
ま
と
め
た
各
支
援
へ
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
市
の
相
談
窓
口
へ
来
ら
れ
た
方
に

は
必
要
に
応
じ
て
食
料
品
を
提
供
し
て
お
り
、

民
間
団
体
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
み
ん
ぐ
南
河

内
が
令
和
３
年
か
ら
食
料
配
布
と
相
談
受
付

を
実
施
さ
れ
て
い
る
。
国
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
成
立
し
た
ば
か
り
で
、
現
時
点
で
は

詳
細
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。

●
要
望　
年
間
所
得
が
3
0
0
万
円
以
下
の

世
帯
が
約
3
1.
3
％
で
、
そ
の
割
合
が
年
々

増
加
。
中
間
層
が
低
所
得
側
に
年
々
寄
っ
て

お
り
、
物
価
高
騰
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
変
厳
し

く
、
食
を
下
支
え
す
る
安
定
的
な
仕
組
み
づ

く
り
が
重
要
。
善
意
の
輪
を
広
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
行
い
、
中
間
層
も
広
く
フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業
に
参
加
で
き
る
食
の
新
し
い
サ
イ

ク
ル
づ
く
り
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
を
リ

ー
ド
し
て
ほ
し
い
。

《
地
域
防
災
機
能
の
拡
充
に
つ
い
て
》

●
質
問　
家
屋
が
倒
壊
す
る
規
模
の
地
震
発

生
時
、
自
助
と
共
助
が
有
効
で
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
は
重
要
。
身
近
な
自
治
会
館
、

公
民
館
は
避
難
場
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

被
災
者
の
状
況
把
握
、
食
料
等
の
受
渡
し
、

炊
き
出
し
な
ど
、
共
助
の
場
と
し
て
の
機
能

が
高
い
。
自
治
会
の
防
災
機
能
を
高
め
る
た

め
の
施
策
は
。

●
答
弁
　
災
害
へ
の
対
応
は
、
行
政
等
の
公

助
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
自
身
に
よ

る
自
助
、
地
域
に
よ
る
共
助
の
力
は
欠
か
せ

な
い
。
備
蓄
物
資
の
充
実
を
図
り
、
避
難
所

機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

●
要
望　
平
時
の
際
に
も
活
用
で
き
る
炊
き

出
し
用
具
の
購
入
の
よ
う
な
地
域
活
性
の
た

め
の
補
助
を
要
望
す
る
。
校
区
間
、
自
治
会

員
同
士
の
触
れ
合
い
を
創
出
す
る
地
域
イ
ベ

ン
ト
を
復
活
さ
せ
、
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す

こ
と
が
救
え
る
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

《
第
１
回
大
阪
府
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

～
機
関
投
資
家
向
け
・
15
年
債
～
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
が
発
行
し
た
投
資
商
品
に

参
加
し
た
投
資
家
等
1
1
7
者
の
中
に
羽
曳

野
市
の
名
前
が
あ
っ
た
が
、当
市
の
関
わ
り
は
。

●
答
弁
　
安
全
性
が
高
い
債
券
で
、
定
期
預
金

よ
り
も
高
い
利
率
に
よ
っ
て
利
益
収
入
が
得

ら
れ
、
府
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
貢
献
で
き
る
面

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
の
う
ち

3,
0
0
0
万
円
を
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

●
意
見　

大
阪
府
の
目
先
の
事
業
の
た
め

に
、
市
民
の
貯
金
3,
0
0
0
万
円
が
15
年

間
使
え
な
い
状
況
と
な
る
。
貯
金
で
は
な
く

投
資
目
的
で
運
用
す
る
今
回
の
よ
う
な
市
税

運
用
の
方
針
転
換
の
際
は
、
市
民
に
対
し
て

報
告
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
民
間
企
業
と
は

違
い
、
税
収
は
市
民
に
還
元
す
る
の
が
基

本
。
市
の
財
政
が
潤
沢
で
、
投
資
に
回
せ
る

ほ
ど
余
裕
が
あ
る
の
か
。
敬
老
祝
金
事
業
を

廃
止
し
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
廃
園
を
進
め
、

証
明
書
発
行
等
の
手
数
料
を
値
上
げ
し
、
来

年
度
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
25
％
値
上
げ

す
る
予
定
の
当
市
が
、
市
民
か
ら
預
か
る

3,
0
0
0
万
円
を
市
民
の
た
め
に
使
わ
ず
、

15
年
間
大
阪
府
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に
大
き

な
違
和
感
を
持
つ
市
民
は
少
な
く
な
い
の
で

は
な
い
か
。
市
民
に
知
ら
せ
ぬ
ま
ま
行
う
こ

と
は
、
厳
に
慎
む
べ
き
。

　
委
員
長
　
竹
本
真
琴（

大
阪
維
新
の
会
）　

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
２
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
の
制
定
つ
い
て
】

　
国
の
上
位
法
の
改
正
に
よ
る
こ
の
条
例
の

制
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
要
望
に
応
え
た

自
治
体
独
自
の
個
人
情
報
の
保
護
策
を
崩
し
、

後
退
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
条
例
の

制
定
や
廃
止
に
当
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
、
な
ど
と
し
て

反
対
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
く
れ
ぐ
れ
も

個
人
情
報
の
漏
洩
に
注
意
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
が
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
い
と
し

て
賛
成
と
す
る
者
４
名
の
、
賛
成
と
す
る
者

多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
羽
曳
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）】

　
電
気
、
ガ
ス
料
金
の
値
上
げ
に
伴
う
市
民

の
暮
ら
し
へ
の
配
慮
、
ま
た
、
中
学
校
給
食

の
喫
食
率
を
上
げ
る
取
組
へ
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
い
と

し
て
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
日
程

　
第
１
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

２
月
24
日
㈮
　
本
会
議
（
提
案
説
明
・

施
政
方
針
表
明
）

３
月
３
日
㈮
　
本
会
議
（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

３
月
９
日
㈭
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
10
日
㈮
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
13
日
㈪
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）
予
備
日

３
月
15
日
㈬
　
本
会
議
（
議
案
審
議
）

３
月
16
日
㈭
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

３
月
20
日
㈪
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

３
月
23
日
㈭
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

３
月
24
日
㈮
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日

３
月
27
日
㈪
　
建
設
企
業
常
任
委
員
会

３
月
30
日
㈭
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に
よ
り

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

冬
の
到
来
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
並
び

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
者
も
次
第
に
増
え
、

収
束
の
め
ど
が
立
た
な
い
状
況
で
あ
り
、
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
て
は
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
心
よ
り
御
見
舞
申
し
上

げ
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
令
和
４
年
第
４
回

定
例
会
に
つ
い
て
の
ご
報
告
で
ご
ざ
い
ま
す
。
主

に
13
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
の
審
査
内
容
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
議
案
書
、

意
見
書
や
議
決
結
果
等
、
ま
た
議
会
の
ラ
イ
ブ
映

像
や
録
画
映
像
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
環
境
に
て
配
信
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
ラ
イ
ブ
映
像
は
市
役
所
一
階
で

放
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
次
回
定
例
会
よ
り
生

活
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
）
で

も
放
映
を
計
画
し
て
お
り
、
今
以
上
に
『
開
か
れ

た
議
会
』
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

  

花
川　
雅
昭　

 

通
堂　
義
弘　

 

大
坪　
正
尚

  

南　
　
　
玲　

 

黒
川　
　
実　

 

竹
本　
真
琴

  

樽󠄀
井
佳
代
子
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